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『学問のすすめJ 『脱亜論j と荒尾精先生の思想

［司会］ 皆さんこんにちは。お暑いところ、わざ

わざ遠方からもお越しいただき、ありがとうござ

います。東亜同文書院大学記念センターの進めて

おりますプロジェクトにより、本日は〈『学問の

すすめJ I脱亜論』と荒尾精先生の思想〉という

村上武先生の公開講演会を行ないます。講演会に

先立ちまして、本センターの代表でありプロジェ

クトの総括責任者、藤田先生からご挨拶をいただ

きます。

【藤田］ 皆さんこんにちは。ただ今ご紹介いた

だきました、センター長をやっております藤田と

申します。昨年記念センターが文科省のオープン

リサーチセンターのプロジ‘ェクトに選定され、こ

れまでは展示施設が中心でしたけれども、総合

的な書院研究を進めることができるようになりま

した。また本学もその影響を受けながら、愛知大

学史の研究も同時に進めようということで今日ま

で来ております。皆さん方のいろいろなプランを

立てては、それを処理するのに大変忙しい毎日を

送っているところです。

今日はその一環で、村上武先生に〈『学問のす

すめJ r脱亜論j と荒尾精先生の思想〉というこ

とで同文書院関係のお話をしていただきます。村

上先生についてはあとでご紹介があると思います

けれども、本学の記念センターを設立する以前か

ら、いろいろな面でご協力をいただいています。

村上先生のお父様も書院の卒業生であります。埼

玉県の方で独自に、かつて書院に把られていた靖

東光容院院長村上 武

亜神社を引き取られ、お杷りをしていただいてい

ました。そういうベースのもとにいろいろな活動

をされています。皆様方のお手元に『回光j とい

うのをお配りしておりますが、これも毎月出され

ています。すごい執筆量です。毎回いただきっぱ

なしで恐縮しております。こういうような形でも、

さまざまな啓蒙活動をされています。

荒尾精先生は東亜同文書院の歴史を語る上では

欠かすことのできない、言ってみれば創始者に当

たる方だと思いますが、この先生の著作に関しで

も復刻されており、その研究をされる方々にとっ

て大変参考になる、そういう仕組みも作っていた

だきました。今日は書院の歴史の原点と言います

か、そのあたりを中心にお話を伺うことができる

のではないかなと楽しみにしております。

簡単ですが私のご挨拶とさせていただきます。

｛司会｝ 申し遅れましたが、私はこのセンターの

客員研究員であります今泉と申します。よろしく

お願いします。村上先生の経歴を、センターのポ

スト・ドクター武井研究員に紹介していただきま

す。

｛武井】 私の方より講師のご紹介をさせていただ

きます。村上武氏は昭和 13 年東京で誕生されま

した。昭和 35 年東京都立大学法経学部をご卒業。

昭和 45 年に、同文書院 18 期の卒業で元同文書院

中華学生部の助教授でいらっしゃったご尊父徳太

郎氏が祭杷を務められた近衛篤麿、荒尾精、根i章

一を祭神とする靖亜神社の祭主、並ぴに昭和 6 年
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に創立された東光書院院長を受け継がれました。

平成元年にはこちらにございます「東方斎荒尾精

先生遺作覆刻出版」を出されました。この中には

今日のお話にも出てくると思いますが、荒尾先生

が書いた『対清意見J、『対清弁妄j なども含まれ

ております。『増補巨人荒尾精』、こちらの図書は

戦前に出版された『巨人荒尾精』が元になってい

るのですが、平成 5 年に増補出版されました。そ

して平成 8 年には靖亜神社の祭杷を、東亜同文書

院の同窓会組織であります橿友会に返還されまし

た。現在は東光書院院長、東光書院の月刊機関紙

『回光』の編集・発行者でいらっしゃいます。昭

和 21 年に『回光』が、戦前戦中の f大日本協会報J

に引き続いて第 88 号が発行されて以来、父上の

後を受けて、毎号警世の健筆をふるい、現在に到っ

ております。号を重ねまして本年 6 月号で第 809

号を数えます。

なお、この愛知大学東亜同文書院大学記念セン

ター設立の契機となりました孫文、そして孫文の

協力者で、あった山田兄弟に関する非常に貴重な歴

史資料コレクションの愛知大学への寄贈は、村上

武先生の多大なご、尽力のお陰でございます。同時

に大学記念館の展示室に展示しております根津一

院長像を始めとする、東亜同文書院に関する歴史

資料コレクションは、村上武氏が預かつておられ

たものの寄託によるものも多数ございます。

［司会］ それでは今から講演会を行ないます。予

定時間は 2 時間となっております。よろしくご情

聴願います。

［村上】 皆さんこんにちは、村上でございます。

今日こうやってお集まりいただき、私が話をさ

せていただくようになりましたのは、うちの父親

が、愛知大学の前身である東亜同文書院の中に昭

和 10 年創設された靖亜神社の祭把を、 j雇友会の

委嘱を受けて昭和 30 年から務めており、引き続

き私が父の後を継いで、合計 40 年になんなんと

する歳月を二代にわたって務めてきたことからで

ございます。 40 年と言いますと、私自身振り返っ
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てみまして非常に短い期間で、あったようにも思う

のですけれども、東亜同文書院は 1901 年に始まっ

て、終戦の 1945 年にはなくなっております。愛

知大学は昭和 21 年から 60 数年になっているわけ

ですが、それと比べましでも村上徳太郎と村・上武

の二人が靖亜神社の祭記を維持してきたのは、決

して短い時間ではなかったと思うわけです。

その聞にいろんなことがございました。私自身、

靖亜神社に杷られている近衛、荒尾、根津という

三先覚の中で特に荒尾先生に関心を持ち、研究と

いう程のものではありませんが、先ほどご紹介い

ただいたように復刻出版などをいたしました。荒

尾先生の思想がこの日本に定着していたならば、

日本の歴史はもっとずっと大きく変わっていたの

ではないかとも思います。

荒尾先生はこの尾張のご出身でございますの

で、ぜひともここで認識を新たにしていただき、

愛知大学を中心に荒尾先生の思想というものを深

く研究していただいて、それを日本の政治思想の

主流になるような形に持って行っていただければ

と，思っております。

村上徳太郎（同文書院 18 期生）について

私の父親の村上徳太郎について、皆さんご存

じないと思いますので、ちょっと概略だけ話をさ

せていただきますと、村上徳太郎は明治 33 年、

1900 年の生まれでございます。 1901 年というの

は東亜同文書院ができた年ですが、九州の佐賀市

内の刻み煙草屋、要するに煙草の葉を仕入れてき

て、それを自分のうちで刻んで袋に詰めて、うち

の父の兄さんなどが大八車をヲ iいて各煙草屋さん

へ卸して歩くというような商売をしていたようで

ございます。大した商売ではなかったと思うんで

すけれども、これも煙草が専売になってからは商

売が立ち行かなくなりまして、大変苦労したとい

うことです。うちの父は村上という姓を継がされ

ておりましたが、元々は田中という名字のうちに



生まれております。気が付いたら村上姓になって

いた、小学校に上がってそういうことに気が付い

たということで、内心は非常にひねくれたと言う

とおかしいですが、何か感じるところがあったら

しいんです。皆さんご存じだと思いますけれども

I次郎物語j という児童小説がございます。これ

は佐賀中学の先生をやっておられた下村湖人先生

がお書きになったものですが、うちの父は下村先

生に英語を習ったということもありまして、父に

言わせれば「あの次郎のモデルは俺なんだJ とい

うことを言っておりました。これは本人が言うこ

とであまり当てにならないんですけれども。

いずれにしてもうちの父は同文書院に入る前に

東京高商（今の一橋大学）の試験を受けまして、

見事に落っこちております。父が我々子供に話す

言い訳めいた話では、下村先生だけではないんで、

しょうけれども、要するに佐賀の田舎中学で習っ

た英語は全然役に立たなかった、ディクテーショ

ンで失敗したんだというようなことを言っており

ました。確かディクテーションをやったのが神田

乃武（明治・大正期の英学者、辞書や教科書を著

す）と言いましたか英文学の大家で、辞書などを

イ午っておられた方です。その方が出てきて、読み

上げたディクテーションの問題というのは全く理

解できなかった、それで自分は落っこちたんだと

いうようなことを言っておりました。

そんなことがあって、同文書院の試験を受けて

佐賀県から 1 名か 2 名採ったんだと思いますけれ

ども、県費生ということで同文書院に入っており

ます。 1901 年に同文書院ができる前年に生まれ

たうちの父が 18 期生でございます。 18 期生で今

も生きておられる方というのはほとんどおりませ

ん。岩田冷識先生が何年か前にお亡くなりになり

ましたが、あの方が 19 期だったと思います。そ

れから先だってここでお話をしてくださった 100

歳になられる安浮きんが 23 期か 24 期ぐらいだっ

たでしょうか。うちの父からするとだいぶ年が下

になります。父は同文書院を卒業してすぐに、東
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京の新聞社に一応就職はしたんですが、自分は

新聞社などというところで仕事ができる男ではな

いと悟り、 3 日目にもう辞表を出して、さっさと

九州の佐賀へ帰ってしまったんです。帰ってから

どうするかということをいろいろ考えた末に、自

分は母校の同文書院に戻る以外にないということ

で、ぜひ母校の先生として採用してもらいたいと

いう依頼の手紙を書いたそうです。

ところが待てど暮らせど返事が来ない。父はし

びれを切らして「明日赴任すJ という電報を打っ

た。そうしましたらそれに対して赴任旅費を送っ

て来たと言うんです。同文書院という学校はそう

いう意味では非常に人情味豊かと言いますか、う

ちの父が根津先生とのご縁も深かったので特に甘

えさせていただいたということもあったのだろう

と思いますけれども、生徒一人一人を大切にして

くださった。先輩・後輩の関係も非常に大事にす

る学校であった。同文書院の記念センターに、確

か 2 期生の方の成績表が展示しであります。その

トップにあるのが真島次郎さんという、同文書院

の先生をしておられた方なんですが、この方はや

はり佐賀県・佐賀市の出身の方で、私はうちの父

からもよく聞いておりましたし、真島先生の息子

さんやお嬢さんも父のやっておりました東光書院

にしばらくおられたこともあり、私も佐賀へ行っ

た折に真島先生の未亡人の真島いまさんともお会

いしたことがございました。

そんなことでうちの父は甘えさせていただい

て、恵まれた環境で同文書院の中華学生部の助教

授になり、中国人の学生に日本語や、日本のい

ろんな社会情勢その他を教えることになる。まあ

22 ～ 23 歳ぐらいの若い時だったんですが、張り

切って教えたと。ところが4 年目ぐらいになって

自分はもっと勉強したい、京都大学へ行って哲学

を勉強したいと考え、その当時根津山洲先生がも

う京都に引退しておられたので、そこへまた手紙

を出して、京都へ行って勉強したいと頼みました。

ところが、かれこれしている時にちょうど上海
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に大川周明さんが来られた。確かこの時に同文書

院でも講演をしておられるんじゃないかと思いま

す。父は上海の錨紡の支店長をやっていた伊藤さ

んという方（カネボウ社長の伊藤淳こさんのお父

さん、佐賀県人）の紹介で大川さんに会った。そ

の時大川周明さんは父に、「上海くんだりでゴソ

ゴソやってる時じゃない。東京は今や革命す前だJ

というような話をされた。父はそんな大川さんの

言うことを信じたわけではないけれども、京都へ

行こうと，思っていたのをやめて、 1 年間の休暇届

を出して東京へ向かった、と云います。

東京へ来てから、大川さん、満川亀太郎さん、

安岡正篤さんといった有名な方々が社会教育研究

所（猶存社とも言った）をやっていた、その大学

寮というところに、助教授兼寮監という形で入っ

た。満川さんの書いている『三国干渉以後』とい

う本は、その当時の人達がどんなふうな文章を書

いたかということの参考にもなるかと思いますの

でちょっと読んでみますと、

「旧猶存社の同人が麹町区代官町なる大学寮に

立て篭もったのは大正 14 年 4 月からであった。

（中略）社会教育研究所は明徳親民の国士養成

機関として、新たに我々同志の手に委せられた。

八代海軍大将を顧問とし、大川周明君は研究部

長に、安岡正篤君は教育部長になった。上海か

らは村上徳太郎君、朝鮮からは中谷武世、西田

税両君が迎えられた」。

このようなことが書いてあります。続いて

「我々同人は、また一方において行地社を興し

機関雑誌『日本j を発刊した。行地社とは則天

行地の意であり、大川君の命名に由るところで

あった。大学寮は魂の道場、行地社は実践の芳

盟、両々相侠ちて維新日本を建設せんとするに

ある。 f 日本j の発行所は最初私の自宅に置き、

編輯事務は村上徳太郎君、後に西国税君がこれ

に当った。この行地社は後日神武会を生み出す

母体となり、 f 日本J は同会の機関誌となった

ものである」。
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ただ、うちの父はこの『日本』の編集兼発行人も

3 か月でやめており、 4 か月目からは西国税さん

の発行人になっております。何で 3 か月間だけで

やめたかというのは、確かこれは安田財閥のゴタ

ゴタに大川さんとか満川さんとかが関係して、そ

んなことで内情がうまくいかなくなったという

ようなこともあったと聞いております。父は f自

分は大川周明の徒ではなく根津山洲の弟子であっ

た。それを自覚したからやめたんだ」と云ってお

りました。

そのようなことで大学寮をやめて労資協調会

に勤めたりもしたのですが、根津先生のお招き

もあって京都大学に入り、 l 期生水野梅晩さんと

共に根津先生のご臨終の枕頭に侍したり致しまし

て、結局昭和 5 年、東光書院という私塾を興しま

して、それ以降ずっと続けて今日に到っているわ

けです。

先ほどご紹介いただいた I回光j ですが、これ

は戦前・戦中は『大日本協会報j という名前で発

行しておりました。終戦と同時に『回光』（「回光

返照の退歩を学すべし」から）と改題しました。

809 号になっておりますのは、『大日本協会報』

の時からの計算で、計算していただけば分かりま

すが、もう何十年も、私が生まれる前からの引き

続きでやっているものでございます。

靖亜神社祭把をお引き受けすることに

なった経緯

敗戦の年の 5 月に東京にあった束光書院の道場

が焼かれてしまい、昭和 29 年にようやく埼玉県

の、現在いる東松山市に東光書院の同志の方々が

金を集めてくださって、土地を買ってそこに道場

を再建しようということになりました。その話が

出た時にi庖友会の宇治田直義（13 期）さんから、

靖亜神社があるのでそこで記ってもらえないかと

いう話があり、うちの父がそれをお引き受けした

わけです。そんなことでできたのが戦後復活した



靖亜神社でございます。お配りした資料の中に写

真がございますが、 1935 年（昭和 10 年）、最初

に虹橋路の東亜同文書院に造営されたこの神社は

大変立派な神社でございました。真中の写真が昭

和 30 年、 ii友会の依頼で東松山市に再建された

靖亜神社でございます。写真で比べるとそんなに

大きさが違わないように思いますけれども、真中

のこれは非常に小さなものです。これは橿友会か

ら依頼されまして、確か有価証券証書と言いまし

たか、 5 万円のお金がご神体に付いてきたという

話を聞いております。それで、本当に内内の、田舎

の家の庭の片隅に置かれであるような神社をここ

に作りまして、そこで祭典を毎年続けてきたわけ

です。

靖亜神社が東光書院で把られるという話になっ

たちょうどその時、京都にあった根津山洲先生

の旧宅、山洲庵を、梗津先生の奥さんのご親戚で

ある藤居末乃さんという方が管理して守っておら

れたのですが、これが人手に漉ることになったの

で、藤居さんの方から、山洲庵にあった根津山洲

先生関係のいろんな遺品・資料を是非、私共の東

光書院で預かつてくれないかという話がございま

した。父は根津先生の養子に入られた根津義直さ

ん（仙台の方におられた筈です）を尋ねて了解を

得たりしまして、手順を踏んだ上でお預かりする

ことにいたしました。それが現在この愛知大学へ

お願いして管理していただいている、私の方から

行った資料ということになるわけです。根津山洲

先生と奥様真さんのお位牌や荒尾先生と十烈土の

お位牌も山洲庵にあったわけですが、そういった

ものを東光書院で預かることになったことを聞い

た隣村（当時は菅谷村）の千住院の住職浅見畳堂

さんという方が、『巨人荒尾精J を 1 冊持ってお

られまして、自分は荒尾先生の事績に非常に感動

し、尊敬しているんだ、その方のお位牌が来ると

いうことであれば自分が勧進元になって、材木を

集めて位牌堂を作ろうと発願して、大覚堂を作っ

てくださいました。浅見覚堂さんが材木を集めて
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くださって、金の方はうちの父が東光書院の関係

者その他から集めて作ったわけです。

それができましたのが昭和初年ですが、落成

式には緒方竹虎先生、中曽根康弘先生他、地元の

材木の寄進者など大勢の方々に来ていただきまし

た。この写真で山洲先生の銅像の前に立っている、

左側は私の父の村上徳太郎ですが、右側が緒方先

生です。自由党の吉田さんのあとは緒方さんにな

るんじゃないかと言われていましたが、 12 月に

うちへお出でくださって、翌年の 1 月でしたか 2

月早々でしたか急逝されてしまいました。それか

ら鳩山内閣になったという政治の動きがありまし

た。

隣の写真は翌 31 年でした、 4 月に明徳祭と名

づけた靖亜神社の祭典をやりました時に、吉田茂

元総理がわざわざ大磯から 3 時聞かけて東松山ま

でお出でくださって、玉串を捧げていただいてい

る写真です。これを見ていただいても分かるよう

に、神社の社殿の軒先と言いますか階（きぎはし）

と言いますか、これが吉田さんの頭の高さと比べ

て嗣堂が非常に小さなものだということがご理解

いただけると思います。その隣の写真は三木さん

がまだ総理大臣になる前、靖亜神社に参拝してか

ら中国へ行きたいということで、参拝くださった

時の写真でございます。

こうして祭典を重ねている聞に、神社もずい

ぶん古くなり、槍の皮で葺いた屋根がボロボロに

なってしまったので、日本航空の松尾静磨さんが

「自分が寄進するから建て直そう」と云う事にな

りました。これにはちょっとした話がありまして、

ちょうどその頃、全日空の飛行機が立て続けに事

故を起こしたんです。全日空の社長岡崎嘉平太先

生は日中経済協会の代表をされたりして日中問題

を非常に一生懸命やっておられ、靖亜神社にもた

びたび参列くださっていたわけですが、［そんな

に中国問題ばかりやっているから、本業の自分の

会社の飛行機が落ちるんじゃないかJ と岡崎先生

が非難を受けるような空気が出てきまして、父は
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心配していました。父は「飛行機が落ちるのは日

本の航空業界全体の問題であって、一人全日空だ

けの問題ではない。これについては航空業界全体

が、本当に揮を締めて対策を考えなければいけな

い時じゃないか。日中問題は日本の航空行政とは

また別に、どうしても真剣に取り組まなければい

けない時なんだ。だから岡崎のやっていることも

大いに応援するという意味で、松尾さんに靖亜神

社の社殿（と言うほどのものではありませんけれ

ども）の胸堂を寄進してくれないか」と云うこと

で、寄進していただいたのがこの右側にあるお社

です。三木さんの写真の隣は、岡崎先生と松尾静

磨先生のお二人です。その隣が社殿の奉献の辞と

言いますか、「お納めしますJ と松尾さんが神前

で挨拶をしておられる写真です。

そんなことで新しく社殿ができました。ただこ

の社殿は松尾さんに最初に作っていただいた時に

は、前にあった小さな社殿と閉じ場所に作ったん

ですが、昭和 60 年に、私の代になってから位置

を移しました。今までの神社は東の林のほうを向

いていて、道路から入って来るとグルッと回り込

まなきゃいけなかったんですが、方角を変えて道

からまっすぐに神社に入れるようにしたい。私も

いろいろ考えまして、埼玉県の東松山市から真西

を向けるとちょうどその延長線上に上海がある。

上海からその先へ行けば中東からパレスチナの地

まで一直線で結べるのじゃないかと。靖亜神社の

三先覚には中聞から中東まで見据えていていただ

きたいんだと云う意味合いを込めて、位置を移し

て社殿を作りました。それがこの写真です。その

時には下の土台の石なども新たに積んだり致しま

した。そんなふうに神社の形も 3 回ほど変わって

きているわけです。

多くの方々にご支援いただき松尾さんに社殿を

寄進して頂いたりしてやって来たわけですが、そ

のあといろいろ並べてありますのは、外務大臣の

藤山さんと、左におられるのは宇都宮徳馬先生で

す。宇都宮先生も政治家として日中問題に真剣に
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取り組んでおられた方で、靖軍神社には毎年ほぽ

欠かさず参列いただきました。そして、毎年心か

らのご支援を続けてくださいました。その隣の写

真は、左側が闘田外務大臣です。うちの父親が真

中にいて、右側は確か高田浩運さんという国会議

員の方です。その次はずいぶん昔の写真ですが、

宇都宮先生が歩いておられて、その後ろの若い方

は近衛通隆氏、霞山会の会長です。今は近衛会長

もずいぶん年をとられて腰が曲がったりしておら

れますけれども、この当時はまだ楓爽と歩いてお

られました。その次の写真で字都宮先生と話をし

ておられるのは根津菊恵さんと言いまして、根津

芳造（根津ー先生の甥にあたる）さんの連れ合い

の方です。根津芳造さんは外交官をやっておられ

た方で、この方も同文書院 3 期の卒業生です。菊

恵さんは根津先生の身内の方で、靖亜神社にも、

あるいは毎年福友会でやっていた根津先生の墓参

にも、お元気な聞はずっと来てくださっていまし

た。

そんなことで靖亜神社の祭典は続けられて来ま

した。時代が下って、下の段の一番左の写真、こ

れには福友会と愛大の関係の方々もおられます。

テントの端のすぐ脇で傘を持っている方は井柳

学さんと言いまして、確か愛大同窓会の副会長を

やっておられたと思います。この当時は関東の同

窓会の役員を非常に熱心にされて、靖亜神社の祭

典に熱心に力を貸してくださいました。その隣、

頭のはげておられる方が岩田冷織さんという 19

期の方で、その！蜂が大石明信掘友会会長、その隣

が井出一太郎先生と井出一太郎先生の奥さん、そ

れから話をしているのが私です。このような方々

がお見えになった。靖亜神社と云う門柱を立てで

ございますが、これは靖亜神社の位置を私の代に

なって変えた時、山水楼の宮田武義さん（同文書：

院の 12 期、 100 歳を超えて亡くなられた方）に、

靖亜神社という字を書いていただき、それを彫っ

た柱を作りました。その次の写真は靖亜神社の縁

起で、その下の囲みの中に書いてある文章を書い



て神社の前に立てました。一番右下の写真は中曽

根さんです。中曽根さんも一番最初からずっと東

光書院あるいは靖亜神社にしょっちゅうおいでく

ださった。中曽根さんが東光書院の父のもとで坐

禅をしたり修行をしたりというような縁もござい

まして、非常にお世話になっているんです。中曽

根さんに過去の靖亜神社との関わりとか東光書院

との関わりなどについて、私が『回光j の 600 号

記念の特集号を出した時にいろいろ話をしていた

だいた時の写真です。

このように靖亜神社には 40 年の聞に非常に多

くの方々が、一つの目的意識と言いますか、日

中の友好であるとか、アジアに平和をもたらさな

きゃいけないんだということを真剣に考え、私共、

あるいは先輩遥の呼びかけに応えて参列してくだ

さったんです。もちろん橿友会の同窓の方々も大

勢参列してくださっていました。この社殿は松尾

さんにご寄進いただいたと申し上げましたが、そ

の他に鳥居や鳥居に掲げた扇額などは、櫨友会の

同窓の有志の方々が寄付してくださったものであ

りました。

神社は生きて働いている

いろいろな見方があるかも知れませんが、私は

神社というのは生きて働いているものだと思いま

す。ですから今、「靖国神社j の問題も云われて

いますが、小泉さんは「慰霊のために自分で参拝

するんだから、首相が靖国神社に参拝しでも関係

ない」と云うことを言っておられるけれども、私

の見方はちょっと違って、神社というもの単なる

慰霊の対象ではない、神社は必ずそこに杷られて

いる人達の思いと、その神社が創建された時の思

い、それを杷り続けて来た人達の思いが全部生き

て現在に働き続ける。日本の神社とはそういうも

のじゃないかと考えます。ですから靖亜神社も、

私はずっと 40 年間やってきて、その聞に先ほど

ご紹介いただいたような荒尾先生の本の復刻もさ

『学問のすすめJ 『脱亜論j と荒尾精先生の思想

せていただきましたし、いろいろな事があって、

本当に神社というのは生きて働いているんだと

実感しました。橿友会の方々が靖亜神社に参拝し

てくださったと云うのはこれは当然のことと言え

ばそうなんですが、昭和 60 年ぐらいから愛知大

学の同窓会、特に関東支部の方々が非常に熱心に

参拝くださいまして、続いて大学関係の、今日も

おみえになっています学長さんとか、その他いろ

んな方々が参拝くださるようになりました。 i雇友

会と愛知大学の気持ちが一体化して来た。それま

では愛知大学と福友会はそれほどスムーズに関係

が維持されていると私は感じていなかったんです

が、靖亜神社に愛知大学の同窓会の方々が参拝さ

れるようになってきたら、非常にそれがスムーズ

に感じられるようになったのです。

東亜同文書院大学記念センターが

生まれるきっかけ

先ほど神社というのは生きて働いているものだ

ということを申し上げました。 1990 年（平成 2 年）

にたまたま愛知大学から、その時、短期大学部の

事務長をやっておられた大野一石先生が参列して

くださいました。

山田純三郎さんは孫文の秘書役として大いに

活躍された方ですが、陳其美が山田さんのお宅で

テロリストに襲われて殺され、その時の流れ弾に

びっくりして阿嬬（女中）が抱いていた山田さん

の娘さん、小さな赤ん坊を三和土に落としてしま

い、その子は頭を打って知能の発達がストップし

てしまった。そのお嬢さんも革命の犠牲者である

と云うことで、中国の国民党の方は、このお嬢さ

んの世話をしている山田順造さんを非常に大切に

しておられたと開いております。今も今泉先生や

藤田先生からお話がありましたが、山田順造さん

が集めたいろいろな資料がこの愛知大学に移って

来るについてのきっかけは、 1990 年の靖E神社

の春の祭典の時に、祭典の後、大野先生と山田順
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造さんも加わって、根津山洲先生や荒尾先生のご

位牌の前で直会をして一杯飲んだわけですが、そ

の時に大野先生が、

「自分は何で本問先生から頼まれて、わざわざ

東京の山田純三郎先生のところへ酒を届けに

行ったのか、よく分からないJ

という話をされた。そうしましたら山田JI頂造さん

が「それはこの靖亜神社を本問先生から頼まれた

と云うことだったのか、日本へ持ち帰ったのは山

田純三郎だから、本問先生はその感謝の意味で酒

を届けさせたのではないか。」と説明しました。

その日は、大野先生は川越に宿をとって泊まられ

ましたが、その大野先生を私と小高圭治（東松山

市に住んでいて、愛知大学同窓会の埼玉ブロック

長をやっておられた）さんと二人で、翌日山田さ

んの家まで草で送った。山田さんの家は資料で溢

れており、足の踏み場もない。 2 階は 2 階で、不

具になられて頭の発育が止まってしまったと云う

先述の姉さん（民子さん）の病室みたいになって

いる。その足の踏み場も無いような所で二人がい

ろいろ話をされた。山田さんが「資料を寄託する

には、愛知大学もいいな」と云うことを考え始め

られたのは、その時がきっかけだったわけです。

と言うのは、その前に山田さんは自分が死んだ

らどうするかということを考えていて、孫文の資

料、それから中国革命に関する山のような資料を

全部展示して、そこへ中国人と日本人の学生を一

緒に入れ、自分は寮監のような形でそこへ住み込

める大きな建物を作りたいんだというようなこと

を言っておられた。私のところへもいろいろ相談

に来られて、神戸の孫文記念館だとか、あるいは

青森（山田さんの出身地）の方へ持っていったら

どうだろうかとか。それから私共の東光書院の土

地（靖亜神社のあった 2000 坪ぐらいの土地）へ

建てさせてもらえないかという話をうちへも持っ

てこられた。小さなものであれば私の所でも、何

とか援助ぐらいできたんでしょうが、あの方の考

えておられるのは膨大な計画で、そんな事をやっ
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たら我々はいったいどこへ行ったらいいんだと云

うことになってしまう。うちにもその頃病気の母

がいましたし、兄弟もいる。東光書院がなくなっ

てしまうし、自分達の行き場所がなくなってしま

うじゃないかと。それに土台その資金は山田さん

あるんですか、と聞きましたら、山田さんは「い

や、自分の持ってる練馬の土地を売ればいいんだ」

と云われました。土地を売ると言っても病気の方

がいるし、体の調子があまりよくないという奥さ

んもおられる。「人が住んでいるんでしょう」と

言ったら、「いや、そのうちに死ぬさ J みたいな

ことを言ってるわけです。自分だけは生き残る心

算だったんでしょう。

埼玉県で何とかしてくれないかというので、嵐

山町の関根茂章さんという、嵐山町町長をやって、

その時は埼玉県の教育委員長をやって居られた方

のところへも二人で相談に行ってみたりしたんで

すが、最終的にどこへも持っていく場所がない。

資料だけはたくさんあって、どうしたらいいのか。

ところが 1990 年（平成 2 年）に山田さんは「愛

知大学でもいいんじゃないか」ということを言い

出したわけです。と言うのは、山田さんは三菱商

事に勤めておられて蒋介石と非常に縁が深かった

ものですから、大陸の方を毛嫌いしていたんです。

「愛知大学は赤だJ と最初から言っていたんです

から。ところがそれが大野先生との話し合いでコ

ロッと変わった。それで山田さんが急逝された時、

阿部弘さん（39 期）が山田さんのいろんな資料

を整理されていて、「何とかしたい、寄託先はど

こがいいだろう j と相談があったので、私は

「それはもう愛知大学以外にはないだろう。他

のどこにそんな資料を、莫大な金をかけて預か

り、管理してくれるところがあるだろうか。た

だ貰うだけだ、ったらいいけれども、それを整理

して研究してやっていくには膨大な金が年々か

かるわけですから、そんな事をやってくれると

ころは他にありはしない。だから愛知大学で、

もし引き受けて下さるんだ、ったらそれが一番い



いんじゃないか。」

という話をしました。阿部さんが大野先生に相談

しましたら、大野先生その他愛知大学の方々から

非常に有り難いご理解をいただいて、話がスムー

ズに進んだわけです。

そんなことを考えますと、私はこれもやはり

神様の導きと言いますか、要するに神社というの

は生きて働いているので、一番いいところ、落ち

着くべきところに落ち着くんじゃないかと感じた

わけです。資料の 2 枚目に靖亜神社の合把者芳名

というコピーを挟んでおきました。昭和 10 年靖

亜神社が創建された時のご祭神としては近衛霞山

公、荒尾東方斎先生、根津山洲先生のお三方であ

るわけですが、 646 名の方々が一緒に従把されて

います。このような方々を詑った神社を同文書院

の中に作って、学生が日々その神社に参拝すれば、

神様の意向を受けて間違いはないだろう、同文書

院の建学の精神から外れることはないんじゃない

かということで、大内先生が靖亜神社を創建され

たわけです。ですからこの 646 名の方々、あるい

は三先覚、それから私のところでお預かりするよ

うになった靖亜神社をこうやって熱心に参拝され

たり、いろんな寄進をしてくださったりして維持

してくださった方々、岡崎嘉平太先生にしろ、松

尾静磨さんにしろ、宇都宮徳馬先生にしろ、いろ

んな方々の思いが、今度孫文と山田純三郎関係の

資料が愛知大学に来て、このような立派な記念館

ができたということの根本の力になっているので

はないかと思うんです。そう云うきっかけを作る

ためには、たゆまぬ努力を続けている人がいなけ

ればならない。我々自分達のことを言うだけでは

なく、それ以前に同文書院の中にあった神社をき

ちっとお杷りし、自分達の財産を置いて来てでも、

ご神体を懐に入れて苦労して日本へ持ち帰って来

たと云うような方々のご努力が実っているんだ、

と私は思います。

f学聞のすすめJ r脱E論1 と荒尾精先生の思想

結論を申し上げておきます

そんなことで靖亜神社というのは非常に意味の

深いものでありますけれども、今日の話の本題に

入る前にちょっと私、話がうまく時間通りに行く

かどうか分かりません。あとの話が尻切れトンボ

になるかも分かりませんので、まず結論だけを最

初にお話ししておきたいと思います。

資料の最後のところに「結語」として書きまし

たが、福沢諭吉の『学問のすすめJ あるいは『脱

亜論』と、荒尾先生の思想との対比で考えてみた

時、まず日本は西南戦争以降遣欧使節たちによっ

て、藩潤聞の勢力争いによって、当初の維新の精

神を失ったんじゃないか。当初の維新の精神とい

うのは、日本が明治維新をなしとげた前段階では、

イギリスやその他の国が清朝に対して阿片戦争を

しかけたり、非常に残酷な仕打ちをするのを日本

は見せつけられたわけです。それでこれは大変

だ、日本もこうなってしまう。日本がこうなるだ

けじゃなく、今の中国の状況をそのまま見過ごし

てはいけないんじゃないか、早く維新を成し遂げ

なければいけない、というような思いが維新の志

土達にあった。側隠の情と云うことだと思います

が、支那の様子は可哀相で見ていられない。日本

がしっかりして支那を救いたいという気持ちが、

当然維新の志士達の聞にはあった筈なんです。こ

れがどうも遺欧使節逮の帰国で、西南戦争が争わ

れたり、明治維新の様相がずいぶん変わって来た

んじゃないかと私は思うわけです。

特にそれに付け加えてご記憶いただきたいと思

うのは、当時の長州の藩閥政治に腐敗があった。

腐敗と抗争が非常に激しかったものですから、そ

れこそ、この間の松岡農水大臣の首吊り自殺では

ないですけれども、生きるか死ぬかというところ

まで追い込まれて、明治の時代ですからそれがま

かり間違うと江藤新平法務卿のように、自分が佐

賀の乱を治めるつもりで出ていったら、いつの聞

にやら首魁だ、首謀者じゃないかと言われて、取っ
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捕まって首を切られて、然も、さらし首にまでさ

れてしまった。参議であり法務卿であり、今で言

う大臣まで務めているような人の首をさらしもの

にするというのは、如何に明治の長州人なんかの

藩閥政治が殺伐とした、追い詰められてどうにも

ならないような所があったかと云うことです。西

南戦争で言えば西郷を征韓論者だというようなこ

とで追い込んでしまう。自分達は何をやったかと

言うと、朝鮮に対しては砲艦外交 (i工業島事件）、

大砲を持っていって侵略しようとしてみたり、ま

あ侵略と言っていいかどうか、攻撃しかけてみた

り、というようなことをやりながら、「西郷は征

韓論だ、征韓論だj というようなことを盛んに言っ
す、

ト』。

二番目に書いたのは、福沢諭吉が『学問のすす

め』の中で一番最初に言っている「天は人の上に

人を造らず、人の下に人を造らず」という非常に

有名な言葉です。ところがこれは福沢諭吉が、だ

から人聞はみんな平等に、まっとうに平等の社会

でなければいけないんだというふうには言っては

いないんですね。本来そういうものであるから、

誰だ、って努力して一生懸命やればそう云う風にな

れるんですよ、なれないのは努力が足りないんだ、

勉強が足りないんだ、だから学問をすすめるんだ

と云うことです。

言ってみれば大久保だとか木戸だとか長州の人

達がピスマルクの話を開いてきて、ヨーロッパの

列強の中で小さな閤がどういうふうに権謀術数を

f吏って生き残るかというようなことをピスマルク

が、一生懸命日本の遺欧使節に説いたのに、彼等

は非常に感動して帰って来たわけです。福沢諭吉

は遺欧使節団がピスマルクに云われて感動したこ

とと同じ結論になることを述べていたんです。感

動して帰って来たら日本の国内は西郷さんとか江

藤新平とか、留守の連中が、まあ私にいわせれば

西郷さんの道義外交だと思いますが、朝鮮に対し

でも支那に対しても誠意を尽くして当たらなけれ

ばいけないんだ‘というようなことを一生懸命言っ
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ている。そんなことじゃだめだ、ヨーロッパはそ

んなことじゃ通用しないということで仕掛けたの

が、江藤新平や西郷さんなんかに対して、要する

に政界から葬り去ろう、失脚させ追っ払っておい

て、更に征韓論に敗れた西郷さん達が鹿児島で西

南戦争を旗揚げしなきゃならないようなところま

で追い込んだ。それ以降の日本の政治は内政と外

政両面で、結局ピスマルク流の、いわゆる西欧列

強の覇道の政治に走ってしまったんじゃないかと

私は思います。福沢の論理は遺欧使節団と同じ「弱

肉強食のす、め」であると思います。

三番目に、東方斎荒尾精先生は西郷隆盛と心を

同じくして、道義外交あるいは礼譲外交で自分の

誠意を尽くす、これをまず第一に置かなければい

けないと考えておられた。日本人に対してだけ誠

意を尽くすわけではない。中国人に対しでも朝鮮

人に対しでも、あるいはヨーロッパの人達に対し

ても誠意を尽くして、その上で、筋の通った外交交

渉をやらなければいけない。言ってみれば日本の

本然の維新の精神と言いますか、ねじ曲げられる

前の維新の精神に帰ろうということを、荒尾先生

は考えておられたんじゃないかと思います。

四番目に、孫文が神戸で講演（「大アジア主義J)

を行なった時、「日本は世界文化に対して西方覇

道の番犬となるか、東方王道の干城となるを欲す

るか？ J という、非常に厳しい問いかけを日本人

に対して行なったわけです。日本人は明治維新の

本当の出発点の精神を忘れているのか。今の日本

はヨーロッパ（ピスマルク流の、と言っていいの

かも知れませんが）の覇道の精神にそのまま流れ

てしまっているじゃないか。これを元に戻す気が

あるのかないのかということを問いかけたんだと

思うんです。この孫文の問いかけに我々は答えな

ければいけませんし、それは荒尾先生の思想に帰

ることでもある。今の日本の現状を見て、日本人

は反省し直さなければいけないんじゃないかと思

うわけです。こんなことを一応結論として皆さん

にお話ししたいんですが、それに到るまでの過程



として、逐次話を進めたいと思います。

靖亜神社の濯友会への返還

靖亜神社の祭杷を 40 年間ずっと続けてまいり

ましたが、その間日中国交の回復というのが最初

のスタートでした。日中の国交が回復してからは

朝鮮半島のいろいろな出来事がありましたし、金

大中事件などもありました。金大中さんは宇都宮

徳馬先生のところへ来ておられて、私のすぐ下

の弟が宇都宮先生の秘書をやっていたものですか

ら、金大中さんがパレスホテルからどこかへ連れ

去られて行方不明になった時、現場へ一番最初に

飛び込んで行ったのはうちの弟だ、ったわけです。

その後捜査を要請しでも日本の警察はあの時動か

なかった。なぜ動かなかったかと言うと、結局韓

国政府との聞で何らかの連絡があったんだろうと

思うんですが、本気になって金大中を探そうとし

なかった。それでいつの聞にやらそのまま船に乗

せられて韓国へ連れ去られてしまったと云うこと

があったわけです。ですからその後の靖亜神社の

祭典では、金大中さんが殺されるというようなこ

とは決してあってはならないし、韓国あるいは朝

鮮半島に平和をもたらすためにはどうしたらいい

かということを、もっと真剣に考えるような雰囲

気にしなければいけないということで、それを祈

願する祭典もやりました。あるいはまた中東パレ

スチナの PLO 東京事務所の初代代表にアブデル・

ハミードさんという方がなって初めて日本へ来た

時に、ハミードさんも靖亜神社に参拝しておられ

ます。と言うのはアラブの中東の出来事も、筋道

の通った平和をもたらすためには、どうしても靖

亜神社に参拝して先覚の精神からスタートしなけ

れば、と云うことで、来ていただいたわけです。

いろいろその年、その年の願いをもって靖亜神

社の祭典を続けて来て、そのような願いは段々と

結実して来たわけですが、平成 8 年に私は靖亜神

社を福友会の方にお返ししました。なぜお返しし

f学問のすすめJ r脱亜論j と荒尾精先生の思想

たかと言うと、私自身がうちの父親の死んだ年に

近くなってきましたし、私の息子などに靖亜神社

の祭柁を引き継いでやれと言ってもちょっとこれ

は無理だろうと。もう一つには私共が委託された

本家本元の櫨友会という東亜同文書院の同窓会が

もう解散してしまう、来年か場合によっては今年

なくなるかも知れませんよ、という話がありまし

た。愛知大学でお杷り願えないかという話もその

当時から出てはいたんですけれども、愛知大学で

端亜神社をおI記りするというようなことは、今日

の大学と云う姿では、宗教的なものは無理で‘はな

いかと思われましたし、神社がそのままいつの聞

にやら風化したようになってとずこへ行ったか分か

らないようなことでは困りますから、きちっとけ

じめだけは付けておこうと云うことで、平成 8 年

祭典を催した時、福友会（会長は春名和雄さん）

の事務局長賀来揚子郎さんにお話ししましたら、

私共の気持ちと実情を非常によく理解していただ

き、「では神社を返してもらいましょう J と云う

ことになりました。わざわざ橿友会の方から私の

父と私と兄（兄は父親の跡を継ぐんだということ

で私以上に一生懸命やっていたんですが、 27 歳

で死んでしまったものですから、そのあと私が引

き受けたという形です）の努力に対して感謝状を

出して下さると云うことでけじめが付けられ、東

松山市で東光書院がお祭りしていた靖亜神社は平

成 8 年に無くなりました。その時に、東光書院で

お預かりしていた根津先生の遺品（フロックコー

トや胸像、資料など）が愛大に移管されました。

資料 3 ページ目の関係年表というのを私が作っ

てみたんですが、これは荒尾先生だとか福沢諭吉

だとかいうような人達、あるいはいろんな人達の

行動というものを見ていても、本を読んでみても、

それが一体どういう時代にどういう風な状況の下

にあったのかという時代的な感覚というのは、ま

あ私の不勉強のせいもあるかも知れませんが、な

かなか掴みにくい。そこでこうやって並べてみた

ら理解が早いんじゃなかろうかということで並べ
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てみました。荒尾先生に関してはオレンジ色、福 得するんだということを西郷さんは言っているわ

沢先生については空色にして、いくらかでも理解 けです。

していただければと思ったわけです。 ところがこれが結局征韓論、征韓論と、「西郷

「征韓論」について

そのあとの資料、西郷隆盛の論争最後の文章と

いうのは葦津珍彦先生の書いた本の中にあったも

のですが、「西郷隆盛は征韓論という言葉を一つ

も出してない、彼は征韓論ではないんだJ とあり

ました。それをなぜ征韓論にしてしまったのかと

いうと、遺欧使節団がヨーロッパから帰ってき

て、まずは西郷、あるいはその他留守の日本政府

の行き方に反対するため、極端な対立関係を作り

出さなきゃいけないということで、征韓論という

ことを言い出したんじゃないかと思うんです。こ

れを読んでみますと、西郷さんの手紙というのは

「朝鮮御交際の儀J と書いてあり、「征韓J ではな

いんです。「御一新の涯より数度に及ぴ使節差立

てられ百方御手を議され候えども悉く水泡と相成

り候のみならず、数々無礼を働き候儀これあり J。

無礼を働いているというのは朝鮮が無礼を働いて

いるということなんですが、「近来は人民互の商

道も相塞、倭館詰居の者も甚だ困難の場合に立ち

至り候ゆえ、御拠（よんどころ）なく護兵一大隊

差出さるべく御評議の趣承知いたし候に付」。西

郷さんが向こうへ使節として行く時に、護衛の

兵隊一大隊を付けてやろうという話が明治政府で

決まっているというんですね。ところが「護兵の

儀は決して宜しからず」と、西郷さん自身ぞれを

断っているわけです。「是よりして闘争に及び候

ては最初の御趣意に相反し候問、此節は公然と使

節差し立てらるるが相当の事に之あるべく、若し

彼より交を破り戦を以て拒絶致す可き哉、其意底

槌（たしか）に相顕候処迄は、尽されざるに候て

は、人事に於ても残る処之有るべく J。要するに

軍隊を連れていって交渉に臨むなんていうことは

やってはいけないんだと。誠意をもって相手を説

Iヌ2

は自分が行って犠牲になるから、犠牲になったこ
とを理由にして日本は韓国を攻めるべきだとい

う考えを持っている」と云うふうにねじ曲げてし

まったわけです。これは最初から軍隊で韓国を攻

めようという意図があって、西郷さんの考えをね

じ曲げたんだと思うんですが、実際にはそうでは

なかった。なぜ遣欧使節で、帰ってきた人達と、西

郷さんや留守部隊の人達との聞でそういうことに

なってしまったかということなんですが、どうも

私は、山県だとか井上馨だとかいった長州系の留

守の人達に不正疑惑があったからではないかと思

います。これについて江藤新平あたりが真っ向か

ら追及し始めた。これはもう日本で、今でもそう

ですけれども政治的な失脚だけではなしに、命の

やりとりにまで発展するというのは充分にあり得

ることで、それを差し止めるためにはどうしても

対立関係を強く打ち出して、西郷さんはだめだと

いうことにしなければならないということがあっ

たのではないかと思うんです。

どういう腐敗堕落があったかと言うと、井上清

さんの f日本の歴史』（中央公論社）の中に書い

であるんですが、「留守政府では最初は参議は西

郷、板垣、大隈の三人であったが、明治 6 年 4 月

には左院議長後藤象二郎（土佐）、文部卿兼教部卿

大木喬任（肥前）、司法卿江藤新平（肥前）を参

議に任じ、ついで太政官の制度「潤飾」（手直し）

と称して、参議の権限を拡大した。江藤はもと岩

倉、大久保派の法制官僚であったが、岩倉が外国

へ行くと土佐派と結び、左院副議長から明治 5 年

4 月司法卿となり（それまでは司法卿は欠員）、

同省の権限強化に熱中したj。江藤新平は非常に

一生懸命動き始めたと言うんです。それでまた江

藤新平は「陸軍卿山県有朋や大蔵大輔井上馨らの

不正、汚職摘発に全力を上げたJ。山県の不正と

は何かと言うと、かつて山県有朋の部下で長州騎



兵隊で山県の部下であったが維新後は商人となっ

て山城屋和助と名乗っていた男（野村三千三）が、

兵部省御用商人として大いに儲け、生糸相場など

に手を出して失敗し、その穴埋めに山県に頼み込

んで、兵部省から何田かに分けて計 65 万円もの

大金を、一品の抵当もなしに借り受けた事件で、

山城屋はその金を持って生糸市場の視察に出かけ

ると云うことでパ ＇） に行ったけれども、 65 万の

金でパリで豪遊していたわけです。あまりにも派

手に遊んで、いるので、日本の外務省から行ってい

た官僚が、日本人がそんなに金を持って遊んでい

るのはどうもおかしいからと調べてみたら、その

金の出所が兵部省であった。これが追及され、陸

軍の公金を使っているじゃないかと山県の責任追

及になって来て、江藤新平が突いたわけです。山

城屋は急いで帰国して、明治 5 年の 12 月に、可

笑しなことなんですが、陸軍省内で切腹自殺をし

て事件を聞に葬ったと云うんです。この聞の農水

省大臣は自分の議員宿舎だ、ったから、誰も見てな

いところで首を吊ったと云うことは分かるんです

が、陸軍省内で切腹して自殺したと云うなら誰か

見ていた人聞がいるし、止めようと思えば勿論止

められた筈です。逆に考えれば、陸軍省にノコノ

コ出てきた人間に責任を押し付けて腹を切らせた

というのが真相じゃないかと、私なんかは思うん

ですけれども。

そういうことでうやむやになってしまったが、

まかり間違えば山県の首が飛ぶし、有罪と云うこ

とになれば大変な問題になっただろうと思いま

す。そのあと江藤は井上馨についても突いている

わけです。井上馨が在官中に、盛岡藩から、盛岡

藩が御用商人村井茂兵衛に経営を委託していた尾

去沢銅山を、政府が取り上げ、それを井上と関係

の深い山口県の商人岡田平蔵に払い下げた。これ

に問題があると云うことで江藤新平が突いた。そ

れが結局江藤新平の失脚、あるいは巣首にまでさ

れてしまうような恨みをかった原因なんですが、

江藤新平は佐賀県人で、うちの父もそうですし私

『学問のすすめJ r脱亜論j と荒尾精先生の思想

もだいぶその血を引いているだろうと思うんです

けれども、佐賀県人というのは可笑しな性格と言

うか何か癖がある。ここに佐賀の方がおられたら

申し訳ないですけれども。私が学校を出てからし

ばらく佐賀の炭鉱で働いていた時に聞かされたの

は、「佐賀んもんは三度言う J。要するにしつこく

て、相手の嫌がるようなことを繰り返しネチネチ

ゃるのが「佐賀んもんJ だということを、佐賀県

人が言ってるんだからまあ間違いないと思うんで

すが。どう云うことかと言うと、東京あたりでし

たら f雨がザーッと降ってきたj と言う。普通で

も「雨がザーザー降るj というふうに二度でとま

る。ところが佐賀んもんは「雨がザ｝ザーザーと

降るj と、三遍言うと云うんです。うちの父親の

性格などを見ていても、私なんか息子で嫌な思い

をしたことがあるから感じるんですが、とにかく

繰り返し繰り返し言って、最後に止めを刺すまで

繰り返し言うようなところがあるんです。だから

たぶん江藤新平もそれをやって、大いに長州藩の

連中をいじめたんじゃないか。やられた方がもう

我慢できなくなったんじゃないかという気がする

んです。

そんなこともあって、いずれにしても単なる

征韓論だとか政策の違いだけではなしに、自分の

身に降りかかってきた不正疑惑といった火の粉を

払わなきゃいかん。払うためには征韓論で西南戦

争でも起こさなきゃいけない。もちろん西郷さん

が西商戦争を起こしたのは、これは私独自の考え

かも知れませんけれども、自分が兵を挙げて、不

平士族を黙らせ日本を安定した国家にするため

のきっかけを作る。一度はこの戦争をやらなきゃ

いけない。そのためにはただ単に頭ごなしに押さ

え付けるだけではなく、自分が犠牲になって腹を

切って、それで一件落着ということで落ち着かせ

たかったんじゃないかと云う風に私は思います。

そんなことも勿論、不平士族の間にあっただろう

と思いますけれども、いずれにしても長州の人達

とかその後の日本政府の官僚ゃあるいは政治家の
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人達には、何とかここで自分達に権力を取り戻さ

なければどうにもならないような、追い詰められ

たものがあった。それが征韓論になったり、ある

いはヨーロッパ化の運動と言いますか欧風礼賛の

運動になったんじゃないかと思うわけです。

福沢諭吉について

福沢諭吉の話に入りますが、福沢諭吉は大変

な学者でありますし、ちょっと我々には考えられ

ないような能力の持ち主じゃないかと思うのは、

元々棺沢諭官はオランダ語の勉強をしていた。と

ころが横浜へ行って自分の外国語が通じないか

ら、これじゃだめだということで英語に切り替え

ようと、辞書を貰ってきて独学で始めた。ところ

が翌年になると成臨丸で通訳として堂々と働いて

いる。先生もおらず、辞書だけで独学で 1 年かそ

こらやった人がすぐそうやって役に立つというの

は大変な能力だと思うし、我々今の日本人なんか

にはとても付いていけないと感じるわけです。同

時に福沢諭吉という人はものすごくいろいろ文章

を書いていて、『時事新報』にも論文を沢山書い

ています。着眼点がすごいと思うのは、これから

は人前で話ができないといけないからということ

で、三田で会合を聞いて演説の練習をしたりして

いる。

福沢諭吉は、人間は勉強すればそれなりのも

のを作り上げる、日本人だって西欧列強にひけを

とらない者になれるんだと云うことを盛んに言っ

て、勉強しろと尻を叩いたんです。「貧富強弱の

有様は、天然の約束に非ず、人の勉と不勉に由っ

て移り変わるべきものにて」。人間は全て平等だ

けれども、努力しなければだめなんだぞというこ

とを言っている。それだけだったら非常に立派だ

と思うんですが、そのあとのところへ行くと、明

治 16 年 9 月から連載された『時事新報J の社説

の中で

「古来世界の各国相対峠して相食るの状は禽獣
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相接して相食むものに異ならず。その事実は愛

に特に枚挙するに及ぼず。この点より見れば我

日本国も禽獣中の一国にして、時として他に食

まるるか、又は自ら奮いて弛を食むか、到底我

れも被れも侍む所のものは獣力あるのみJ

と、西欧列強と同じように獣になれということを

言っているわけです。その次のところもついでに

見ますと、

「今朝鮮の有様を見るに、王室無法、貴族蹴麗、

税法さえ棄乱の極に陥りて民に私有の権なく、

膏に政府の法律不完全にして無事を殺すのみな

らず、貴族士族の輩が私欲私怨を以て私に人を

拘留し傷け又は殺すも、人民は之を訴るに由な

し。実に以て朝鮮国民として生々する甲斐もな

きことなれば、露なり英なり、その来りて国土

を押領するがままに任せて、露英の人民たるこ

そその幸福は大なるべし。他国政府に亡ぼさる

る時は亡国の民にして甚だ楽まずと離も、前途

に望みなき苦界に沈没して終身内外の恥辱中に

死せんよりも、寧ろ強大文明国の保護を被り、

せめて生命と私有とのみにでも安全にするは不

幸中の幸ならんJ。

ここで言っているのは、要するに大国の支配下に

立った方が幸せじゃないかと。だから f学問のす

すめj で勉強に努めなきゃいけない、西欧の学問

を大いにやらなければいけないということを言っ

ているのはいいんだけれども、出来ないんだった

ら外国に支配されている方がむしろ幸せなのでは

ないかと、特に朝鮮の場合について言っているわ

けですが、日本に対しでも同じことを言いたかっ

たんだろうと思います。ここが荒尾先生や西郷

さんと、福沢諭吉あるいはピスマルクなんかの影

響を受けて帰ってきた遺欧使節団の連中との違い

じゃないかと思います。

私なんかはそれがどんなに費沢三味できるもの

であっても、外国の支配なんでいうものは一切受

け付けられない。どんなに貧乏してでも自分の力

でもって生きていきたいというふうに思うんです



が、福沢諭吉はそうじゃないということをここで

はっきり言っている。ところが福沢諭吉先生の場

合、どうも「天は人の上に人を造らず」というよ

うな［ことば」ばかりが人々の記憶の中にあるけ

れども、ここらあたりの福沢の本質が忘れられて

いるんじゃないかなと思います。もうちょっとこ

こに目を向ける必要もあるんじゃないかと考える

のです。福沢諭吉のように非常に影響力のある方

がこう云うことを云うとどういう状況になって来

るかと云うと、井上馨の閣議における発言

「けだし本大臣は、思えらく、これに処するの道、

ただ我が帝国及び人民を化して、あたかも欧州

邦国の如く、欧州人民の如くならしむるあるの

み。即ちこれを切言すれば、欧州的一新帝国を

東洋の表に造出するにあるのみj

と、要するに日本をヨーロッパの固にしなければ

ならないんだと云うことを云っているわけです。

「本大臣の所見を以てすれば、我が人民をして

欧州人民と触撃し、各自に不便を感じ不利をき

とりて、泰西活発の知識を吸収せしむるにある

のみ、即ち我が国人が、文明開化に要する活発

の知識、敢為の気象をそなうるに至て、我が帝

国は、始めて真に文明の域にいることを得ぺき

なり」

もっと徹底しているのは、「日本人はもっと西欧

人と結婚して混血児を産み、西欧と一体化しなけ

ればいけない」ということまで言っている、と

書いてあったのをどこかで見たんですが、何か

ちょっと日本人として、あるいはアジアの人間

として、自分達の自立自尊ということを捨ててし

まっているんじゃないか。西欧の文明に圧倒され

過ぎてこういう言葉が出てきたのかも知れません

が、そこらあたりに荒尾精と福沢諭吉との違いが

出て来ているのではないかと私は思います。

荒尾先生の『対清弁妄j 序

荒尾先生の言った I対清弁妄J の序についてお

『学問のすすめj f脱E論』と荒尾精先生の思想

話ししなければいけないと思います。日清戦争が

始まる 1 年前に日清貿易研究所が閉鎖され、荒尾

先生は帰ってこられましたが、日清戦争前にもい

ろいろと朝鮮問題なんかに取り組んでおられたわ

けです。ところが『巨人荒尾精』を見ますと、福

閥の福本日南という人が井上雅こさんに話した言

葉として書いてあるんですが、どうも朝鮮でいろ

いろ事が起こって日清聞の対立があっても、日本

政府がぐずぐずしていて、清国に開戦の宣言をし

ない。早く戦争を始めなきゃ駄目じゃないかと云

うことで、対外硬派と言いますか、右翼的な人達

と言いますか、そんな人達が集まって、どうした

らいいかと、神田の錦輝館というところで気勢を

上げた。その時に福本日南などは朝鮮に調査のた

めの人員を派遣しようと云うことを云い始め、福

本日南自身が朝鮮に行って、向こうで計画したん

ですが、朝鮮人で事を起こそうというような骨の

ある奴はいない。日本の軍隊を直接動かすわけ

にはいかないから、日本の民聞から壮士を 100 人

なり 200 人なり連れていって事を起こし、それを

きっかけに日清の間で戦争を始めさせようと云う

ことを考えた。その総大将には荒尾先生が一番適

任だろう。元々軍人でもあるし、人望もあるし。

というようなことが『巨人荒尾精j に書いてあり

ます。

そういった関係の話が全然なかったわけではな

いと私は思いますし、いろいろ研究している方が

あるんですが、ただ実際問題として『対清意見J

などを書いておられる荒尾先生と、福本日南が話

をしている内容は、どうも両立しがたいように思

うんです。『対清意見』というのはそんなに右か

ら左へすぐ書けるようなものではありませんし、

書かれていることは福本日南やその他の人達の意

見とは真っ向から違ってきているわけですから、

荒尾先生が『対清意見』を書く一方で福本日南な

どの朝鮮討ち入りの計画に同調するなどと云うこ

とは有り得ません。そうすると福本日南なんかは、

自分達だけで思い上がって事を起こそうと焦り、
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荒尾先生を利用しようと考えていたんじゃないか

と思えます。もう一つ、根津山洲先生の伝記の中

には、後藤象二郎伯爵のところへ朴泳孝や金玉均

などが来て、あるいは福沢諭吉のところへも金玉

均が来て、いろいろ朝鮮の改革について相談を持

ちかけている。それに対して福沢諭吉も何か金を

用立てようというようなことで動いたという話も

あるんですが、根津先生の話では後藤象二郎のと

ころでフランスの公使かなんかに話をつけて、朝

鮮改革の資金を用立ててやろうという話があった

が結局うまくいかなかった。日本の政府の要請で

荒尾先生などは手を引いたと、根津先生は書いて

います。それが後になって、福本日南のとにかく
何か事を起こせば、というふうなことに繋がって

いくように思えるんですが、福本日南なんかは何

かというとすぐに万をとって、朝鮮に押し出して

事を起こそうとするけれども、後藤象二郎とか日

本の政府とか、あるいは荒尾先生なんかはもっと

大きな立場でもって朝鮮の改革というのを考えて

いたのではないかと思います。

それに関して「朝鮮国是大令案J という荒尾先

生直筆のものが、白岩龍平さんの資料の中にあり

ます。何枚かの罫紙に、まず自主、それから同盟、

あるいは王道というようなことが書いてあり、こ

れは白岩先生のところにあったのを私がコピー

したものです。たぶん現物は愛大に来ているはず

なんです。ただ、これと re:人荒尾精』に引用さ

れているのとでは若干違っているところもありま

す。こういうものを荒尾先生が書いたということ

だけは事実なんです。ですから荒尾先生も朝鮮の

改革について力を貸そうと積極的になっておられ

たことは確かなんですが、どうも私は荒尾先生や

根津先生なんかがそう云う嵐にすぐに万を抜いて

切り込もう、とする軽挙妄動に走る筈がない。む

しろ、そのような日本人の動きを一番嫌ったのが

根樟先生や荒尾先生で、なかったかと思います。そ

の時、事を起こそうと福本日南なんかと朝鮮でい

ろいろ画策した人達が、関妃の殺害事件というの
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を日清戦争のあとで起こしているわけですが、荒

尾先生はそのようなことには関わる筈がないと確

信しています。アジアの人々と改革を一緒になっ

てやろうと云うことはあっても、そこに違いが

ある。やはり荒尾先生とか根津先生とか同文書院

の人達との思想の違い、あるいはずっと東亜同文

書院から愛知大学へ受け継がれてきている「側隠

の情」と言いますか、維新の時に、中国がイギリ

スや列強から侵略され分断され、あるいは中国の

人々が阿片や何かで廃人にされて行くと云うよう

なのを見て、本当に可哀相だと感じていた人達と、

その後それを感じなくなった人達が分かれてきて

いる。そこらあたりをきちっと整理して見ていか

なきゃいけないと思います。

根津先生の「大学之道j

荒尾先生や根津先生というのは、本当の意味で

の日本の政治の根本思想と云うものが腹の中に出

来ている人であったろうと思うんです。資料の 2

枚目に「大学之道」というのが載せてありますが、

これはご存じのように儒教の四書五経の四書『大

学J r中庸』『論語j I孟子j の中の『大学J です

が、根津山洲先生は引退されるまで、足腰が立た

なくなっても、中国人のボーイの肩に支えられな

がら教壇に立って、この「大学之道j だけはずっ

と講義をし続けられたと言われております。先生

の講義を開けたのはうちの父の 18 期ぐらいが最

後だったと思うんですが。「大学之道j というの

は何かと言うと、大学の三網領ですね。「明徳を

明らかにするに在り。民に親たるに在り。至善に

止まるに在り」。根津先生は古本大学によってい

たということを聞いております。父もそれを盛ん

に言っていたんで、すが、朱子学ではなく古本大学

の、陽明の方の学問た、ったと云っていました。

陽明と朱子の違いは、二番目の「親J の字を朱

子学の方では「新J という字に書き替えています。

それを「新」ではなく「親J なんだと云うのです。



した

しかも、うちの父はこれを「民に親しむに在り J
ではいけないんだ、民の父母でなければいけない。

「民に親たるに在り j でなければいけないと云う

ことを、教えてくれました。「明徳j とは何かと

言うと、人聞が本来心の中に持っている徳である

と。「民に親たるに在り J というのは民の親でな

ければならないという自覚です。それから「至

善に止まるに在り」というのは絶対の善の境涯に

立つてなければいけない。根津先生は洪川・滴水

両禅師に付いて禅を学ばれ、京都時代にはずっと

禅をやっておられたということなんで、すが、禅の

立場から言うと「明徳を明らかにするに在り」と

か「民に親たるに在り J とかあるいは「至善に止

まるに在り」という、この「在」という字は、た

だそこに有るとか無いとかいうのではなく、なり

きると云うことなんだと云います。明徳を明らか

にするというのは自分が明徳になりきらなければ

いけない。民の親になりきらなければいけない。

自分自身が至善でなければいけないんだと云うふ

うなことを、父は根津先生から教えられたと云う

ことです。

そういう話をまず聞いた上で、荒尾先生の『対

清弁妄』の序文を見ると、荒尾先生は儒教の講義

をしたり、禅をやってどうこうという方ではない

んですが、根津先生が講義をされたことと全く同

じことを言っておられる。「そもそも皇道は至誠

一貫の道なり j、至誠一貫の道というのは西郷さ

んの言う道義外交に通ずるものだと思います。根

津先生の額には、「至誠神の加し」と書いてあり

ますが、本当に誠を尽くす、誠になりきると言い

ますか、元々日本人というのはそうでなければい

けないんだと云う事です。荒尾先生は日本の天皇

制を当然考えておられるから「皇道」という言葉

になるんですが、「日本人は」ということだと思

います。「日本人は至誠一貫でなければならないJ

と云うことです。

ここで言うところの「議者（議論している人達）」

とは、私は当初福本日南とか、荒尾先生の周辺に

『学聞のすすめ』『脱亜論』と荒尾精先生の思想

いて荒尾先生にいろいろな意見、抗議をして来た

人達、と云う風に，思ったんですが、どうもそうじゃ

ない。特に福沢諭吉は「獣力あるのみJ、日本人

も獣になりきらなきゃいけないと言っている。そ

れに対して荒尾先生は真っ向から異論を唱え、そ

れじゃいけないんだと云うことを、福沢などに大

声を上げて言っているのだと思います。

また「蓋し至誠は本心の実徳なり J。至誠は人

間の心の中にある徳そのものであるということか

ら言うならば、「明徳を明らかにするにあり」、明

徳が至誠でなければならないということに通ずる

わけです。それで「権謀術数を以て権謀術数と闘

う、是れ暴を以て暴に代うる者。此れを以て宇内

の雄邦強国を六合に統べ、八荒の宏猷鴻諜を包ま

んと欲す」と。要するに権謀術数でもって西欧の

権謀術数に如何に対応しようと，思っても、これは

暴力に対するに暴力をもってするというだけの話

ではないかと云うことで、言ってみればピスマル

クに影響されて帰ってきた人達に対する真．っ向か

らの反論なんですね。それじゃいけないんだと云

うことを荒尾先生は言っている。だから日清戦争

の時に荒尾先生の意見が通っていれば、もちろん

領土の割譲要求はなかった筈なんですが、その当

時の日本人の気持ちは荒尾先生とは全く離れてい

た。どういうふうに離れていたかと言うと、満川

亀太郎さんの書いている『三国干渉以後j という

本の中に、満川さんが子供の頃京都で明治の童謡、

三歳の童子も知らぬ者とてなかったという、李鴻

章が日清戦争のあと講和の特使として来るわけで

すけれど、それに対して子供達が何を歌っていた

かと言うと、

「リ、 I｝ 、李鴻章の鼻べっちゃ、チャ、チヤ、ちゃ

んちゃん坊主の首切って、テ、テ、帝国万歳大

勝利、 1）、リ、李鴻章の鼻べっちゃん

そういう歌を、繰り返し子供の時に歌っていたん

だと云います。それからまた京都の円山公園では、

遼東半島を還付すると云うことになったわけです

が、それを知らぬげに、京都の市民達は何をやっ

177 



ていたかと云うと、「明治 28 年の春から夏にかけ

て毎日毎夜踊りの幾十隊、幾百隊、揃いの浴衣に

笛、鉦、太鼓、かつらを被った仮装行列が酔いし

れた千鳥足で円山公園に繰り込むのであったj と

書かれています。何を歌ったかと言うと

「日本勝った、日本勝った、支那負けた、負け

たら降参すりやよいじゃないか、別嬢ないか、

別績ないか、へちゃばかり、へちやでも……す

りやよいじゃないか、踊らぬか、えらいやっ

ちゃ、日本勝った、日本勝った」

というふうなことで、とにかく浮かれ呆けていた

のです。日本人全員が福沢の「獣力あるのみ」と

かピスマルク流の「権謀術数J に毒され切ってい

たのではないでしょうか。

陸奥宗光の遺稿『寒々録』の中に、その当時

の外務大臣として陸奥が非常に苦労したこととし

て、海軍の軍人達も勿諭そうですが日本の世論も、

いかに支那から領土と資金を分捕るかと云うこと

で舞い上がっていたと云うことを書いています。

台湾を取るべきだ、あるいは遼東半島を取るべき

だ、それから日本が占領した所は全部日本の領土

にしてしまえとか、場合によっては支那の政府が

潰れたら支那を全部日本が引き受けなきゃいけな

い、そういう事態も考えるべきではないか、と云

うようなことまで云う人もいた。たまたま 2、 3

の有識者は、「講和条件のあまりに過大に失する

は得策に非ずと言いたる人なきに非ず。例せば谷

子爵（谷干城）の如きは当時一書を伊藤総理に寄

せ、纏々数千言その意味を記述せり、特にこの書

中に 1866 年のプロシャとオーストリアの戦争の

歴史を引用して、割地の要求はあるいは将来日清

両国の親交を阻害すべしとまで極限せり。その説

の当否を論ぜず、この間にその独特の見を発せし

は万緑叢中紅一点の感なきに非ずj と。勝海舟な

んかも同じような意見であったと云うことです。

陸奥宗光は荒尾先生の『対清意見』、『対清弁妄』

をどうも見てないんですね。荒尾先生ほと金はっき

りとこれだけのことを書いて、しかも本にして、
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新聞社なんかにも取り上げられているというのを

見てないということなんです。しかし、これは無

理も無いところがあります。荒尾先生は『対清弁

妄』序を達筆の自筆をそのまま載せている。当時

の人であっても、そう簡単には読みこなせなかっ

たのではなかろうかと思います。ただそういった

中で、谷干城や勝海舟は荒尾先生と同じような見

解であった。ところがそのような意見が押し切ら

れてしまった結果、結局遼東還付という三国干渉

を招いた。その結果について日本人は、領土の割

譲要求なんかを欧州列強の真似をしてやったから

いけなかったんだ、というふうに反省せず、結局、

臥薪嘗胆と云うことで済ませてしまった所に、そ

の後の日本の政治の誤りや反省力のなさという

のが出てきているんじゃないのか。第二次大戦後

の、場合によっては今の日米関係下の政治でもそ

うですが、成り行き、風潮に流されて、長いもの

には巻かれろ式の、見識が全く無い政治になって

しまった。言うべきことはきちっと言って筋を通

さなければいけないのに、誰も見識を示さない社

会になってしまったのではないでしょうか。

「核支配の世界」に対する見方

これは異論があるかも知れませんけれども、私

などが考えるのは、今アメリカにしろロシアにし

ろ、これほどの大国がみんな核を持って対峠して

いる。その中にあって北朝鮮のたった一発の、本

当に爆発するのかしないのか分からないようなも

のを、しかも遠く離れたアメリカがああだこうだ

と問題にしているのは、何かおかしいんじゃない

か。北朝鮮がどこで何をやっているかというのは、

小さなところですから、見つけようと思えばすぐ

見つかると思うんですが。大国の自分達は持って

いてもいいけれども、小さな国があとから持つの

はけしからんと。現実にアメリカは世界中に核兵

器を持ち込んで、ゃれ原子力潜水艦だ、ゃれ原子

力空母だと核を搭載してあっちこっち大西洋から



太平洋まで遊吃していても、これは別に危害を加

えてない、危険ではないから許される、ただ北朝

鮮が持つのは非常に危険なんだという論理は、ど

う考えても納得できない。それはちょっとおかし

いじゃないですか。核兵器はいけないものですよ

と北朝鮮に言うなら、中国に対しでも駄目だし、

アメリカに対しでも駄目なんですよと。世界中で

アメリカ以外に核兵器をこれまでに使った国はな

い。アメリカは、自分が広島、長崎に対して使っ

て見せたから、今北朝鮮の核に怯えなきゃいけな

い。その怯えから何とか脱却するためには、アメ

リカがまず核を放棄して、自分達も放棄するから

北朝鮮もやめなさいと、核兵器なんてものは持っ

ちゃいけないんですよと言わなきゃいけないん

じゃないでしょうか。

日本も「核の抑止力で核兵器から守られていま

すJ と言っていながら、北朝鮮に対して核を持っ

ちゃいけませんと言うのも、理屈の上で合わない

んじゃないかと思うわけです。荒尾先生や西郷さ

んなんかはきっと言うだろうと思うんですが、駄

目なものは駄目なので、大きな国だからいいとか、

既成事実はこうだからいいんだと云うことではな

く、何が本質的にいけないのかを明らかにしなけ

ればならない。明治維新の時の中国あるいはアジ

アの国々が西洋列強に侵略されている、そう云う

「侵略J は本当にいけないんだという気持ちに立

ち返って、だから日本もそうはしないと云うこと

をアジアの国々、あるいは世界中の国々に対して

言いきらなければいけないんじゃないか。そうい

う気持ちが根津山洲先生の精神の中にもあるし、

荒尾先生の思想の中にもある。それは思いやりで

もあるだろうと思います。

靖E神社のご紳宝

伊勢神宮には三種の神器がありますけれども、

靖亜神社のご神宝ということで三振りの万が当初

はあったんです。これは何かと言うと、一つは

1学問のすすめj f脱亜論j と荒尾精先生の思想

根津山洲先生の持っておられた軍万（軍人ですか

ら）。もう一つは荒尾先生が持っておられた万。

これは造りが軍万になっていたか、あるいはそう

でないかは分かりません。それからあとは近衛家

から来た短刀。この三振りの刀が靖亜神社の宝物

と云うことになっていたんですが、今は行方が判

りません。根津先生の側近中の側近で、靖亜神社

を作る時にも中心になって働かれた山田岳陽先生

が述べておられる中に（『支那J 26 巻 12 号）、根

津家へ行って根津栄子刀自に、何か一つ靖亜神社

の宝物としてお譲りいただけないかとお願いした

時に、奥様が「これは根津が生前常に侃用してい

た軍刀です。ただ、根津が言うには、これは日清

日露の戦争の砲弾の下をかいくぐってきたけれど

も、未だかつてi血塗られたことのない刀であると。

だから靖亜神社の宝物としてふさわしいJ と云う

ことを言われ、山田岳陽先生は感激してこう述べ

ておられます。

「流石にあの秋霜烈日の如き一面を有せらるる

根津先生が、幾度と無く兵馬の間に馳駆せられ、

危難の聞に出入せられたるに拘わらず、至る所

に仁民愛物の至情を留められたる事蹟を回想

し、且っかかる貴重なる御家宝の存する事は、

先生のご生涯を通じて東洋永安の大経縞を定

められる所以の大精神の現われであることに感

激し」

後日、この慨万を拝受したと云います。これは靖

亜神社を特集した雑誌『支那J に載っていること

です。この人間の生命を大切にすると云う根津先

生のお気持ち、この日本人が持っている本来の気

持ち、人間の思いやりの気持ちに素直になると云

うことがまず靖亜神社の精神でもあるし、あるい

は同文書院の精神でもあったろうし、三先覚の精

神でもあったのではないか。これは儒教の思想で

もあろうと思いますが、そう云ったところに帰る

ことが一番大切なのではないでしょうか。

最初に結論めいたことをお話ししましたので、

ちょっとまとまりがないかも知れませんけれども
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ここらあたりで話を終わらせていただきたいと思

います。どうもご清聴ありがとうございました。

｛司会］ ありがとうございました。今日の前半は

靖亜神社と、お父様である村上徳太郎先生のこと、

そのあと諭吉と荒尾精、及びそれを巡るお話でし

たが、どちらについてでも結構です、ご質問など

ありましたらどうぞ。

［大島］ 愛知大学退職者の大島隆雄と申します。

いろいろ今まで知らなかったことをお教えいただ

きまして本日は大変ありがとうございました。私

はこの頃愛知大学の前身校と言われるようになっ

た東亜同文書院について、一年近くいろんな本を

読んでおりますが、まだまだ分からないところが

大変多く、先生が書かれた『回光』を二度ほど読

ませていただいて一つお聞きしたいことがござい

ます。荒尾精が『対清意見j で書いていることで、

おそらく『対清意見j を現物で読めば分かること

かも知れませんが、読んでおりませんのでお教え

願いたいと思います。「 1 、朝鮮の独立を確かな

ものとする事J、これは分かります。「 2 、日本が

清国に宣戦布告をした真意を清国国民に知らしめ

る事」、荒尾はどういうふうに説明しようとした

のかということが分かればお教えいただきたいと

思います。それから「 3 、清固との通商関係にお

いて日本が欧米諸国に比して不利な立場に置かれ

ている事を改める事J ということですが、これは

少し；微妙なところがあると思います。清国が当時

欧米諸国から不平等条約を押し付けられており、

その不平等性を回避するという内容ならば正当性

があると思うんですけれども、日本も欧米諸国と

同じように、例えば輸入関税を非常に低く押さえ

る（半植民地関税）といったことを要求している

のかどうか。私は荒尾の正義感からしてそうでは

ないように思うんですけれども、この辺について、

もし分かればご説明いただきたいと思います。

［村上］ お答えいたします。「 1 、朝鮮の独立を

確かなものにする事J というのはこの通りです
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が、 r 2 、日本が清国に宣戦布告をした真意を清

国国民に知らしめる事」、この「真意J というの

は結局のところ第 1 点だろうと思うんですけれど

も、朝鮮の独立を確かなものにするということ、

そのために日本は清国に対して宣戦を布告したん

だということを荒尾精は言いたかったんだと思い

ます。「 3 」の点ですが、私もその聞の通商の関

係をはっきり申し上げるだけの知識はありません

けれども、ただ私が思うには、清国が西欧諸国か

ら非常な不平等条約を押し付けられたという点は

確かにあります。それと同時に、日本も欧米諸国

に対して不平等条約を改めさせなければいけない

ということで、根津先生も荒尾先生も、改めさせ

るためには清国との戦争は文明的な戦争でなけれ

ばならないと言って、そのために日清貿易研究所

の卒業生とか、あるいは中国語のできる人達を大

勢動員して戦争に参加させているわけです。ただ

西欧との関係はそうであっても、こと清固と日本

との関係においてはどうだ、ったのかと言うと、日

本はやはり清国に非常な不平等条約を押し付け

ているところもあったんじゃなかろうかと，思うん

です。ただしそれが先生のおっしゃるように、日

本を欧米諸国と同等に扱えという意味だったとす

るならば、荒尾先生の真意がちょっとここでは曲

がってきているかなというふうにも思いますけれ

ども、荒尾先生はそこまでは考えておられなかっ

たんじゃないか。あるいは日本はどこか清国に

対しては不平等な条約を、これは徳JII時代からの

引き継ぎだろうと思いますが、そういったものが

あったんじゃないかというふうに私は考えており

ます。ご専門の方々のご研究に倹ちたいと思いま

す。以上です。

［大島｝ ありがとうございます。

｛司会】 その他には。

｛藤田】 どうもありがとうございました。前半の

靖亜神社のお話との関係で私もちょっと思い出し

たことをお話しします。さっき大野さんの話が出

てまいりましたけれども、私は東亜同文書院の旅



行記について 80 年代の後半からいくつか論文を

発表するようになりましたが、当時は反応がほと

んとeなかったんです。ベルリンの壁の崩壊が 89

年ですからまだイデオロギ一時代とでも言います

か、そういう点で言いますと何の反響もないまま

に、しかし私としてはあの膨大な中身に足を突っ

込んだことがいいのかどうか、どうしたらこれが

成果になっていくのかと、とまどいながらやって

いました。その頃村上さんのところへもお参りに

行ったことがありまして、特に阿部（弘、 39 期）

さんが非常に熱心でした。何度もご案内をいただ

いて。その過程で先ほどの順造（山田）さんのお

宅へ連れて行っていただいたことがあります。初

めてそこへ大学の者として入れていただいてび、っ

くり仰天しました。すばらしい資料がたくさんあ

り、あの方の膨大な研究成果がファイルされてい

た。と同時に、いろんな大学がこれを欲しがって

いるという話もありまして、阿部さんとしてはぜ

ひ愛大に持っていって欲しいんだという話を盛ん

にされていました。

ちょうどベルリンの壁の崩壊直後に私はようや

く少しずつ研究成果が実って、東亜同文書院の人

達の大旅行の全貌を、初めて 80 ページぐらい書

いたんです。そうしたら学内の一部とか、特に学

外の人に非常に関心を持っていただいた。その時

大野さんが学内におられ、「44 期の卒業生だけれ

どもワシはもう書院には何の関心もない」とずっ

と言われていました。「大野さん今度これを書い

たんだけど、一回読んでみてよ j と渡したら、 2

日か 3 日後にえらい血相を変えられて、「書院の

方々がこんなことをやっておられたとは知らな

かった。これからは書院のことを一生懸命やるJ

と言われたんです。その頃ちょうど私も埼玉のほ

うからまたご案内を受けていたから、「今度大野

さん行きませんか」と。ぜひ阿部さんとかその他

の人にも、愛知大学のために何とか資料を寄贈し

ていただけるように、大野さんは卒業生なんだか

ら僕よりも強く言えるはずだ、とお願いしたら「行

『学問のすすめj 『脱亜論I と荒尾精先生の思想

く j と言われて、そこで先ほどの出会いがあった

んです。先ほどのお話ではありませんが、靖亜神

社が巡り合わせてくれたのかも知れません。あの

時に大野さんがうまく言ってくれなかったら、今

頃どうなっているのかなあという気がします。亡

くなられてしまったから過去の話をしてもいいか

なと思うんですけれども、そういう経過がありま

した。大野さんには感謝しております。

｛司会｝ 有難うございました。関係する方々に直

接証言をしていただいて埋められるところがたく

さんあって、今の藤田先生のお話も、私の頭の中

でぽっかりしていたのが段々今日の村上さんのお

話と同時に重なってはっきりして来ました。やは

り愛大の中では、酒を持って本間先生からの指示

で山田純三郎先生のところに行ったと大野さんは

おっしゃった。おそらく愛大が出来た当初 21 年

か 22 年、山田純三郎さんがちょっと遅れて日本

へ帰られましたから、その頃本問先生が事務の大

野さんに「お前行ってこい」と言われて行った。

大野さんは呉羽の学生として愛大の創立には加

わったものの、その後愛知大学の職員の立場で、

必ずしも同文書院そのものを見直していたわけで

はないなと。藤田さんの今のお話で、改めて靖亜

神社に行かれた。私も大野さんのこと、あるいは

藤田先生のことなどから触発されて、センター立

ち上げということを勝手に自分の使命みたいに思

い込み、藤田さんをはじめ他の方々と一緒に東亜

同文書説大学記念センターを立ち上げたわけであ

りますけれども、失われたリンクの中のその部分

が蘇ってまいりました。今の藤田先生のお話も大

変貴重で、、今日のご発言で記録に残りますので大

変有り難いと，思っています。他に何かございます

か。

｛松井】 愛知大学卒業生の松井と申します。個人

的な関心があったんですが、四書五経の I大学』

を説明されたのを聞いて思い出したのは、夢野久

作が f大学j を学校で習って、うちで「民に親し

むにあり j というところを暗調していたら、突然
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父親の杉山茂丸がずかずかと入ってきてボコンと

頭を殴り、「ばか、これは違う。［民を親にする

にあり j と読むんだ」という言い方をした。政治

家や王様というのは民を敬って政治をしなければ

いけないということを叩き込まれたという話でし

た。このような思想が九州の一部地方で、権藤成

卿とか葦津珍彦には残っているんじゃないかと鶴

見俊輔さんが書いています。ちょうど今日の荒尾

精のところにもう一つ皇居という言葉があり、こ

れはたぶん日本の国学の影響もあるんですが、別

の尾張関係の郷土史の資料の一節にはそういう皇

国とか引いてあるんですけれども、最後に「三皇

五帝J という支那の伝説の王様の話が引いてあっ

て、日本だけではなく漢字を使う人達全般に理

解できるようにという説明を含んでいると思いま

す。そういう思想を根津にしろ荒尾にしろ、いろ

んな人達が共通に持っているような気がしたんで

すけど、漢学関係での繋がりというものを何かご

存じだったら教えていただきたいと思います。

［村上］ 今の「民を親にするにあり j というふう

に読むという話ですが、うちの父親などは「民の

親たるにあり J ではなく f民に親たるにあり j だ

というふうに繰り返し言っていたので、これはそ

れなりの思い入れがあるんだろうと思っているん

ですが、「民を親にする j という考えは私は初め

て知りました。ただ、いずれにしましでも程伊川

や何かの話の中では「民に親しむ」というふうな

ことだったんではないかと思うんですが、それを

「民の父母である」と。帝学と為学がありまして、

帝学の立場から言うと、やはり「民の父母J でな

ければいけないんじゃないかと。しかもうちの父

は禅をやっておりましたので、禅的なと言うとお

かしいんですが禅坊主くさい表現を何かとするん

ですが、これは「民の父母」であると、父母にな

りきるんだということを言っておりました。今言

われたような「民を親j という読み方は、私も不

勉強で今までちょっと触れたことがなかったもの

ですから分かりません。まあ根津先生などは「民
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に親しむ」というふうにあるいは読んでおられた

のかも知れません。ただしうちの父親は「民に親

たるにあり J と読めというふうに言っておりまし

たので、私もそう申し上げました。

【渡辺】 愛大卒業生の渡辺と申します。早く死ん

でしまった私の父親が非常に大衆演芸が好きで、

いろんな浪花の寄席の講談本なんかの原稿を集め

ておりました。その中で明治・大正のいわゆる政

治漫談でかなり有名な政治評論家であった伊藤痴

遊という人が、大西郷と大アジア主義の関係を

語っている部分がありました。戦争で燃えてしま

いましたがその内容は、西郷が壮士たちを集めて

中国問題の討論会をやった。そして最後に西郷隆

盛が口を開いた時、「おはん達は日本人の立場で

意見を言っている。日本人の立場でごちゃごちゃ

言っていても何にもならない。本当に中国が好き

だ、ったら、今から日本人であることをやめて全部

中国大陸へでも行けJ というふうに諭したそうで

ございます。この流れがその後の流れなんだと政

治漫談の伊藤痴遊が言っていると言うんです。本

当か嘘かは知りませんが、何かそんなような雰囲

気があったんじゃないかと思います。

もう一つ先生が『学問のすすめj と福沢諭吉の

関係を言われておりますが、福沢諭吉は晩年先生

がおっしゃるように『脱亜論J を唱えたり、いわ

ゆる帝国主義的な欧米と日本を同じにしようと。

日本はアジアの盟主になろうというような変な思

想が入って来たと。殊に金玉均なんかを支援した

のはこの束三河の地区で、も非常に盛んで、一時は

ここに金玉均がいた。これは福沢の援護のもとに

あったと言うんですが、『学問のすすめ』の中に

福沢諭吉は「理のためにはアフリカの黒奴にも恐

れ入り、道のためにはイギリス・アメリカの軍艦

を恐れず、国の恥辱とありでは日本国中の人民一

人も残らず命を捨てて国の威光を落さざるこそ、

一国の自由独立と申すべきなり」と述べておりま

す。明治の初めに福沢が f学問のすすめj を書い

た時は、まだそんな帝国主義や侵略思想はなかっ



たと思うんですが、知何なものか先生のご意見を

お伺いしたいと思います。

［村上］ 伊藤痴遊の漫談の中に西郷隆盛のそうい

う話があったということですが、私はその話は存

じません。昭和になってからかも知れませんけれ

ども、佐藤垢石の新聞小説の中に荒尾精と西郷隆

盛との関係を話題にしているものがあり、西郷さ

んのうちで奥さんがくどくどと愚痴っていた。「う

ちはもう屋根が破れて雨漏りがして困る。何とか

少しお金を工面してくれないか」。その時荒尾精

は西郷さんのお宅の書生で、障子の陰から聞いて

いたら西郷さんが、「日本という国が雨漏りして

いる時に、何で自分のうちのことぐらいを言うん

だ」と奥さんを諭しておられたと。私はこれは小

説家の作り話だろうと思います。荒尾精が西郷さ

んの書生になった事実はありません。『回光』に

もちょっと書いたんですが、大アジア主義という

のは竹内好先生なんかもいろいろ分析して書いて

おられますけれども、非常に曲折があり、人によっ

ていろいろ問題の取り上げ方が違っているんだろ

うと思うんです。それと時期的なことでも違って

きているんじゃないかと思います。それをむしろ

孫文あたりは直載に切って捨てたように「どっち

なんだj と。「西欧の番犬になるのか、あるいは

『学聞のすすめJ 『脱亜論』と荒尾精先生の思想

東洋王道の干城になるかJ と問いかけている。荒

尾先生なんかに対してそういうことを言ったら王

道一本槍ということで答えられるだろうと思うん

ですが。日本人が言う大アジア主義もいろいろで、

頭山満の玄洋社とその後の玄洋社とは違っている

だろうと思いますし、それ以外のいろんな方々が

アジア主義を唱えて、あるいはそれに「大J を付

けたりしているというのも、いろんな方々がいろ

んな立場でもって話をしているので、一人一人分

析していかないと分からないところがあるんじゃ

ないかと考えております。荒尾先生の大アジア主

義は本当のアジア主義の原点であろうと私は思っ

ている、ということだけは付け加えさせていただ

きたいと思います。

そして福沢諭吉には帝国主義とか侵略主義とか

の意識は無かったと思いますが、日本人を叱略す

るために「到底、我も彼も侍む所のものは獣力あ

るのみ」と云った福沢の言葉が、日本人にどれだ

け悪影響を残したかは、知っておかねばならない

ことではないでしょうか。

［司会］ これで講演会のほうは終了させていただ

きます。今日は長時間貴重なお話を承りましであ

りがとうございました。
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村上氏講演の添付資料

『学問のす、め j f総量輸j と

葉足緒先生の忠想

講演資料

子育：』

＇＂＂＂＇守＂＂焚 <I:
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公開講演会

講師 村上武（求先客院院長）

日時 2007 年 6 局 30 窃〈土〉 13 : 30~ 15 : 30 

会場 愛知大学豊橋校舎研究館 1 階第 1 ・ z 会議室
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2 関係年表～1
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明治 13
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の·！~ti-tr· ”Iされる。江戸新政府からしばしばIIIf I:を命ぜられたが川併して受けないe
9 明治改元（一世一元の制）。
7廃藩鼠県。日消修好条規。
朝鮮大院君、排外鎖国を声明。 こ＇ •Li • ,,', ·，：：日↑仰1；＇九 I •I. :_:._:,;,:,ｷ: ' .. , ,’ ! 吋＜＇i::
11 米欧派遣特命全縮大使岩倉具後ら横浜出港。
2 「学1111のす弘めJ 砂］制｜可t 6/6-?]J ア・ルーズ号繊浜入港、中国人奴隷脱走。英国代理公使ワトソ
ンの勧めもあってIll島外相が飴長の裁判を行う。ポルトガル、フランス、プロシアがこれに反対、回l
島は米英公使の支持を得て草食事iを続行。中国人奴絡を全員解放。（正義人道の&\11島外務卿の名を得る）
4江藤新平司法卿となる、権限強化。陸怨重富山軍基有Jl1Iや大蔵大崎井上自撃らの不正汚曜童相留発に全力を上t
る。｛山県草・山繊屋和助のパリでの豪遊の金が陸軍の公金だった件。井上・盛岡の尾去沢銅山を山口
商人岡田平蔵に払い下げた件） 12 山峻屋は急逮パリから帰国し、陸軍省内で割腹自殺”
1 六鎮台を置く（東京、仙台、名古屋、大阪、広島、熊本 88 年に師団と改称）。徴兵令布告。

参磁西郷隆盛の朝鮮派遣を内定。／，.. 1,', 1/l:. '¥' ,1.:, :.,.' ＇、；··， 'i Jい、 I [!!I'! 日J九 ·：··：，；（） ,.ｷ, ,I;’ i 
大使岩倉ら帰国. （三条実美の早期帰国要綴による。） 10 岩倉らの意見により、朝鮮遺使を無
征勝派の敗北）西郷隆盛・副島秘庭・後藤象二郎・板垣退助・江態新平ら参議島を辞由
〉す h め1 ；縦・可編発刊。

1 慶応.j島執1><1 に§JJ.fjt舎をE没 i'i:., ，；（拘iに慶応義！／／，！分校を設ける。 2 r民1/IJ矧；よ占；J (ii) fiJo 「学問のす〉めJ
P4 • 1i ｷ J.； ・七・八・九・ I· ・卜ー卜：. Iｷ ＿：制強刊。
1 副島・後藤・江藤・板垣ら 8 人『民選議院役立建白書J を左院に徒出。 2 佐賀の乱。 4江藤新平
処刑され隠し首となるa 閣議、琉球島民殺害を理由に台湾出兵を決定。（5 月上陸、 12 月撤兵）木
戸孝允、出兵に反対して参議を辞職。
1～2 大久保・水戸・板垣、政治改革で意見一致（大阪会議）。 3木戸・緩垣、参議に復帰。 4元老院
大審院を置き、漸次立憲政体を立つるの紹発布。 5様太・千島交換条約。 9 江肇島事件起きる。
3 学聞のす込め・卜四制発 1刊。『文句i論之既日~J i可。
2 日朝修好条規｛江費量島条約）調印」 3廃刀令。
4 r家1忠政談j 会「KUil維誌j と改組し週!Ill新llll として 1£!.llo r学1111のす N めJ Iｷ 11：、 I· ；，、 卜じ術
活向。 9 元老院に怒法起草を命ず。 10 熊本敬柄拘党の乱、秋月の乱、萩の乱。この年農民一様 26 件。
2 陸軍大将西郷飽届盤、鹿児島に挙兵a 熊本織を包囲｛西南磯争始まる） 4 熊本械の包図解除。木戸
孝允死去。 9 西郷隆盛（51 歳）ら鹿児島で自刃｛西爾戦争終わる）
5 大久保利通（49 歳）暗殺さる。 8近衛砲兵隊で反乱（竹橋騒動｝陸軍卿山県有朋『箪人訓戒』令
違。 1~ 参謀本部設置（本部長に山鴬有服）。：＂c..·c.'i ＇·.＇＇.－＞：•！’ぷ＇＂ i! 1:’,._.: I I ，、

1/15 諭，＇；、 •t，；（学 l：会院の，fl: >Lに勺fこり初代会長に選ばれる。 1 東点的会において的l議長に~ばれ
るが受けず， 3 琉球に軍隊出動、 4 琉球務を~し沖縄県とする｛琉球処分）。
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ｷ I• I .』 t ，＇人＇ I ：十 I ;, -~ ! ,.‘·. :-:n:,,. ,', 
4集会条例制定。す弁上馨外務郷、条約改正案を各国公使に公布。 11 工渇払下げ概~JJ公布（官

営工場の払い下げ始まる）。 12 元老院、日本国語E案を天皇主に提出｛不篠択）。 12 諭ι 大r,i ifxla邸にて
伊藤博文、）｜：卜.＇撲と会見、：ヨ人から政府の機関新聞紙経免の引き受け合総，li'i される。
I JI：卜j潟 i-,Uil!II、新UH紙経免の依制を昨ill.. J1q 会開設の必：のある，1rをnちIYJ けられ、政府の英断を向：
ひ’協)Jを決a白。 3 参議大限重信、国会開設意見書を提出。 7北海道開拓使官有物払下げ事件起こる。
10 明治 14 年の政変、官有物払下げの中止。大限重信の免官（品，＼~｛J命，＇fが大l恨の~t:. となり政府転慨を
企てたとの鼠.Ll.f.）＂憲法欽定方針を御前会議で決定｛艦長務関政府擁立）。明治 23 年国会開設の認。絵方
正義、参議兼大蔵卿に就任。
1 条約改正各国連合予議会開始（7 月まで 21 回｝。 3伊藤陣文ら懲法舗査のため渡欧．（～周年8 月）15 
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188 

西暦！和暦｜ 出 来 事
1882 I 明治 16 I a11 諭古狐力で時事新織を創刊。（時事大勢給、術室給、徳育如何、兵論など発表）。

冬、防、除＇￥ l:'t'＼・学校を ＇tえ、陸、fUJよ fr少尉に｛壬ぜらる巴 (24 占担）｜：長 l:•;,'t と l叶時に退役して治i吋
に主主りたい強い佑引を作ってL 、たが、 ·ti' Jf:誠実｛也に必j＇.トされ思い 11：主る .7 壬午窓越地 8朝鮮と済物
浦条約調印（公使館駐兵権） 10東京専門学佼創立（後の早稲田大学）

1883 I 16 I 作、以~m ，三iili隊Hに主Iiせられ、熊本に行く z illi,'i"I＼＇／乍’（：＿御的秘文に遭い＇（＼° 百了ｫ: JI＜にし余暇に文
I I JJll,l討をfl う。 11 鹿鳴館開館式

1884 I 11 I 5鮮馬事件（自由党員・農民蜂起）. 7 華族令｛公、侠、伯、子、男の五爵｝。 9加波山事件。 10 秩
父事件。 12 叩申事変（金玉鈎の変、朝鮮独立党の郵政賄事件、金支均、朴泳孝ら日本亡命。この時
翁吉は金Iミ幼を応援、被浜i正金銀行から 17 万Plの借款を終旋。）。清仏験争｛～85 年）。 11 アフリ
カ分割に関するベルリン列国会議（～85 年）。 12/4 金宝均高宗を擁してクーデター決行、 S本も竹
添進一郎公伎を中心に協力。 12/6 関妃・清国軍に出動依額、 ii世凱lll 1500 名、日本軍 400 は微ii!』
（この時王宮内の女性を合む日本人が消閑軍により殺寄さる。諭吉は級争による決者以外にないと
日本政府の尻を叩き始める。）

1885 I 1s I 1 漢減条約（用申事変の賠償）. －~／16 「脱!ll!論J をII判E新報に発表。 4 消国と天李総条約調印（朝鮮か
らの悶時徴兵、派兵の同時事前通告） 8/13 『朝鮮人民のためにその図の滅亡を演すj 時事新報に掲
載。 er治安を妨害するJ として時事新報は 8/15 から一週間の発行停止処分を受けた後、「綴鮮の滅
亡はその図の大勢に倹て免るべからずJ 2 回分をさFく、社説掲設できず｝。続、このf下、参謀本郷支
Jlll羽目Hとなるむ 12 内閣制度制定｛第一次伊藤博文内閣成立）。宮中に内大箆を設置。

1田，6 I 19 I 右＇／ 28 成、｛人命により波lt'io （：（毎で／＼＇：（ fl吟舎に会い、後援を得てi'!'.ill lこ楽ifil•］仕えが，を E没けるρ 支
IJII内隙(ffliJ）実情調布のためここを拠点としてI礼む全集める（井深必：郎、，＇,'ij橋説、ボ}j小太郎、 111
内厳、浦敬・など卜i'<'f,L 5 弁上場、条約改正本交渉。 11 国際赤十字条約に加入。

1aa1 I 20 I 6伊海樽文、憲法草案の検討開始、司法省法徐顧問ポアソナード、条約改正に関し；意見書提出（外国
人事j事任用批判）。 7 Jj語翻務相谷子媛、外国人判事任用など批判し辞験。政府条約改正会議無期延期
を各国に通告。 8条約改正案反対運動商議。 9井上外相辞任。

1aaa I 21 I 2 大限盤倍、外相に就任。 6枢密院で憲法箪案審議開始。 11 大限外相、条約改正の交渉凋始。メキ
I I シコとの通商条約（最初の対等条約）.

1ss9 I 22 I 2111 大日本帝国憲法発布。皇室典範、衆議院議員選請書法、食族院令など公布。量保有礼文裕熔綾（42
歳入 ll\関前隆首相、地方長官に超然主義を訓示。 H古川凶、参謀本郎に re短命 JJ J 従Ill。 4 大限外
相の条約改正案、ロンドンタイムスに掲織され、世自主自第七 10/18 来島恒rfの投手誌により隻脚を失
う。来島はその場で自刃．条約改正を延期。材、相HI＼と相談しながら Hii'i貿易研究所のぷ立！こ取り
殺Iみ、約 l ｛ドrm全凶を遊説して i'f1J三を集める。 10 朝鮮、防殺令事件｛対日般物紛出停止）～93 年。

1890 I 2s I 1/27 度総義豊島大学部が殻概され、文学・法flt .理財の三科を俊く。 7第 1 図衆議院絵員総選挙。
9/2 :1ゴ名近い fl ii'lt':l幼研究所の職n生徒が1ぜなに •31 ヰlされ、 ヒ海に盟主 η. 9/20 開校式をfj う。
11/25 第 1 帝国議会召集。第一次経済恐慌起こり、経済界不況。 llir'i貿易研究所のiill常は、生徒他
の病布、統Ill と財政慾が if(な旬、精は資金繰りのために後事を彼m －に任せて対［lij 、 12/28 に金仰の
＂＇に・＼数「だけであったと云う” i：海業主手堂のい/fl を併りて資金繰りを為すれこの間に生徒に!fdJ
tTIが生じ、去りたいとふう古ー約 30 れに退学を命ず。 11 帯老会揚子江中流域で暴動。

1a91 I 24 I 5大言幹事件（ロシア皇太子大津で警備の巡査に切り付けられる）。
1s92 I 25 I 2第 2回総選挙（怪方内閣の選挙大干渉） 5第 3議会召集．選挙干渉開責決議案可決。娘泳、 f治JJヰ

通区海総覧J の編成に1v1 r，、 an に刊行（2000 アに及ぶ）。夏、目F ~会の騒j雪、 1れ［－{ll'でお微を憎
め、おii'i:1干.11;1lifiの伐Ii'/外人が難を避けて u毎にtli ：！： る。 l：侮伝Ii'／外人協議し、 Ji.\i)j 巨まを組織し自ii え
ようと決定u 研究所の1t1.廷にも参}JI)を求めるρ 研究所は参加を断るけ：：ft会の札が I：百年にまで占えば
ない.，~を｛革るいしていたからではあるが、外！斗人からは好 g会に通じてL 、るのではないかとぷう疑念
さえ僚かれるに及んで、 ー ,I｝を義!Ii隊長にillって、初究／~run＼ぷを，l、寸 c 、かえって研究所に対す
る信頼が深まって、必新聞が、 Fしあり Jをある態度を'ftt＇（したο

1s9a I 26 I 2 衆縫院、内閣弾劾上奏案を可決白政府と議会の和衷協同を求める詔書0 5 防毅令問題、朝鮮政府賠
償支払いで妥結。 611/r't貿易研究所は約 8 ヵ年の術修を終えて 89 t'，の卒業生を送り Ii\ L. 閉鎖され
る r,;1時に lli自衛ぷ陳列所を起す。卒業生はここで:.t符を為す。精はJ.li}jilfi術協会の設立を企問。
10 大日本泌会結成（大井憲太郎ら、内地雑居反対、条約働行を提唱） 11 対外硬運動活発化。

1894 I 21 I 3 朝鮮で東学党蜂起。（～6、甲午農民験争）。 6 日清岡園、相互に朝鮮出兵を通告。 G/6 J}!J；〔錦別的
に於て対外側派大慾脱会rmmio 来月：協会は委員を側鮮に派ill して実的を 11 殺する・，下に決し、制;,f,:11
けすがその委u；こ選lまれたU 6/12 J3[、悩牛： ~l l将i士約ε 会って防uaに対処寸ーる ｝j!ll}を協議したとよ主う，
7/16 日英通商航海条約調印。第一次条約改正（法権の回復）。 7/23 日本軍、朝鮮至宮を占領。 7/25
日本緩隊、豊島沖で清国鑑を攻態。 lt,\:-js二日 l特など n 牛；から 11: J：を動n して，1王を起す・停をu11南”その
絶大将に統尼精を考えてし、た、とぷう‘. （朝鮮11司是大令！袋入 8/1 清国に宜織布告（～95 年4月、日
清験争）。 9 大本営を広島に移す。黄海海戦。 9/29 給、「年ti,'/必見j (/) i在刊の p~，；：を幣えーて京都lに飽
もる，， 11 旅順占領。 12 料、 f主怜＇i'.lJ: r;.!,J に対寸；：，t,rnH たて.＇｝に符えるゐの干'!l.'i院を (i,J立I (;j~ }j大，J／：.’,.-iig
f宮j)ι

1sss I 28 I 2威海衛占領、清国北洋経隊降伏。 3李鴻章来日、下関講和会議開催。 3/15 「対ii'i"弁安 j ',f'.j (, 4/17 
日清講和条約（下関条約）調印。 4/23 三因子渉｛露独仏3園、遼東半島還付を要求。 9/12 「対i,'/ilfi
尚芯見守~ ｷJ 1efi,, 10 日本箪、ソウルで大院震を擁してクーデタ一、関妃を殺害。 11 遼東半島還付
条約調印｛還付報償金300 0万両｝。

1896 I 29 I I 1：海に赴き的凶の’·x怖を悦京、人；＇（fl （車1，と会1袋、飲.il］を交ける， 2 対l叫後山政院ぷnなどに淡，i覚。
8 衛官nuえび1rw1必浴品、1伐の II (r-1で鹿児山・王立正択を絞て台湾lこ fi,Jかう， 9 f，」tに去り 1111術協会をfi!J 心叶
台市主り jy;j/JJ品、 JfJ'.Jflj 、悩州、汗泌を ii;;院せん E L て. 1.J:11¥ f返し J.:t 、 1/11に ！.I.'.死病（ベスト）にnr
旬、 Jiii./:r ・f( 5 ・ 6 fl で 10/30 fi-1ヒにて段十 (fir鳥時、 •IU下が・…j のー泌を姥す）υ
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差
し

立
て
ら
る
る
が
相
当
の
事
に
之
あ
る
べ
く
、
若
し
彼
よ
り
交
を
磁
り
殺
を
以
て
拒
飽

致
す
可
き
哉
、
共
窓
底
鐙
〈
た
し
か
）
に
相
顕
後
処
迄
は
、
尽
さ
れ
ざ
る
に
侯
て
は
、
一

人
惑
に
於
て
も
残
る
処
之
有
る
べ
く
、
自
然
暴
挙
も
計
ら
れ
ず
杯
と
の
御
疑
念
を

以
て
非
常
の
揃
慨
を
設
け
差
鴨
池
わ
さ
れ
侯
て
は
、
又
礼
を
失
せ
ら
れ
侯
得
ば
是
非
交

訟
を
厚
〈
成
さ
れ
侯
御
趣
意
策
徹
い
た
し
候
様
之
あ
り
度
く
、
骨
骨
上
暴
挙
の
待
機
一

に
釜
り
侯
て
、
初
て
彼
の
品
凶
事
分
切
に
天
下
に
鳴
し
、
其
罪
を
隠
ふ
べ
き
訳
に
御
盛
一

候
・
い
ま
だ
十
分
尽
さ
ざ
る
も
の
を
以
て
、
後
の
非
を
の
み
安
め
侯
て
は
、
禁
罪
一
を
真
一

に
知
る
所
こ
れ
無
く
、
彼
晶
執
共
疑
感
致
し
候
故
、
討
入
も
怒
ら
ず
、
討
る
る
も
の
も

隠
せ
ず
侯
に
付
、
且
凪
非
幽
直
削
判
然
と
総
定
侯
俗
、
肝
要
の
事
と
見
居
｛
み
す
え
）
建

言
致
し
侯
処
、
御
採
用
相
成
り
、
御
伺
の
上
使
節
制
払
え
仰
付
ら
れ
候
筋
、
御
内
定

相
成
り
居
り
候
次
第
に
御
座
候
。
此
段
形
行
｛
な
り
ゆ
き
）
申
上
侯
・
以
上
。

十
月
十
七
日
西
郷
隆
盛

西
郷
本
人
の
文
に
は
、
征
韓
の
文
字
は
な
〈
、
「
朝
鮮
御
交
際
の
儀
」
と
あ
る
。
し
か

も
そ
の
論
旨
は
、
抽
押
図
側
に
近
来
、
乱
暴
の
風
が
あ
る
か
ら
と
て
一
大
隊
の
技
術
兵

を
つ
れ
て
行
く
と
の
評
議
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
国
際
儀
礼
よ
も
よ
ろ
し
〈
な
い
。
あ
く

ま
で
も
「
ぜ
ひ
交
減
を
厚
〈
し
た
ど
と
の
趣
旨
を
もJ
＼
平
和
使
節
と
し
て
行
〈
の

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
主
張
L

て
い
る
。
兵
カ
の
行
使
と
い
う
こ
と
は
、
緯
国
側
が

交
わ
り
を
拒
否
L

、
戦
闘
周
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
が
事
実
に
お
い
て
あ
き
ら
か
に
な
っ
た

よ
で
の
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ま
で
は
武
力
示
威
な
ど
決
し
て
非
札
の
こ

と
を

L

て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
使
節
は
、
私
（
西
郷
）
に
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
悶
識
で
御

内
定
に
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
い
ま
ま
で
の
経
線
を
申
L

よ
げ
、
使
節
御
任
命
相
成

り
た
い
。

こ
れ
が
西
廊
の
申
L

分
で
あ
る
。
｛
後
略
〕

3 

《
「
昭
和
史
を
読
も
う
」
輩
津
珍
彦
の
主
張
シ
リ
ー
ズ

H

『
永
述

の
維
新
者
』
維
新
の
理
想
未
完
の
変
革
｜
朝
鮮
御
交
際
の
儀

お
I
U
吋
発
行
・
草
津
事
務
所

h
2
2
0
N
N’
O
4
2》

ま定故俊郵由に対するピスマルク挨の詩

「
本
日
ノ
享
会
｛
き
主
う
か
い
・
も
て
b
u
L師
会
）
ニ
於
テ
、

侯
（
ピ
ス
マ
ル
ク
）
貌
〔
み
ず
か
】
ラ
其
幼
時
ヨ
リ
ノ
実
昼

ヲ
話
シ
テ
言
フ
、
方
今
世
界
ノ
各
園
、
ミ
ナ
親
睦
礼

儀
ヲ
以
テ
相
交
ル
ト
ハ
イ
ヘ
ト
モ
、
自
定
会
ク
表
面
／

名
義
ニ
テ
、
其
陰
私
ニ
於
テ
ハ
、
強
弱
担
凌
（L
の
）

キ
、
大
小
相
侮
（
あ
な
ど
）
ル
ノ
惰
形
ナ
リ
、
予
／
幼

時
ニ
於
テ
、
我
普
国
（
プP
ン
7

）
ノ
貧
弱
ナ
リ
シ
ハ
、

諸
公
モ
品
開
ル
所
ナ
ル
ヘ
シ
、
此
時
ニ
当
リ
、
小
国
ノ
情

俗
ヲ
貌
〈
み
ず
か
）
ラ
関
経
シ
、
常
ニ
償
遵
ヲ
後
キ
シ
コ

ト
ハ
、
今
ユ
秋
秋
（
ニ
3
v

？
愛
え
る
様
〕
ト
シ
テ
脳
中

ヲ
去
ラ
ス
、
ガ
ノ
所
謂
ル
公
法
ハ
、
列
国
／
権
利
ヲ

保
全
ス
ル
典
常
ト
ハ
イ
ヘ
ト
モ
、
大
国
／
利
ヲ
争
フ

ヤ
、
己
ニ
利
ア
レ
ハ
、
公
法
ヲ
執
へ
テ
動
カ
サ
ス
、
若

シ
不
利
ナ
レ
ハ
、
翻
ス
ニ
兵
威
ヲ
以
テ
ス
、
国
ヨ
リ
常

守
ア
ル
ナ
シ
、
小
国
ハ
孜
マ
ト
シ
テ
辞
令
ト
公
理
ト

ヲ
省
顧
シ
、
敢
テ
越
エ
ス
、
以
テ
自
主
ノ
権
ヲ
保
セ

ン
ト
勉
ム
ル
モ
、
其
簸
弄
凌
侮
（
信
号
ヲhq
t・
？
ぷ
・
権

謀
術
数
）
／
政
略
ニ
ア
タ
レ
ハ
、
殆
ト
白
主
ス
ル
能
ハ
サ

ル
ニ
乏
ル
コ
卜
、
母
（
つ
ね
）
ニ
之
ア
リ
、
固
定
ヲ
以
テ
抽
陣

織
シ
、
一
度
ハ
図
カ
ヲ
振
興
シ
、
一
国
対
当
／
権
ヲ

以
テ
、
外
交
ス
ヘ
キ
国
ト
ナ
ヲ
ン
ト
、
愛
国
心
ヲ
奮

溺
ス
ル
、
数
十
年
ヲ
積
テ
、
道
二
近
年
ニ
玄
リ
、
揖
棋

｛
わ
ず
か
）
ニ
其
蛍
ミ
ヲ
途
シ
タ
ル
モ
、
只
各
国
台
、
三
／

権
ヲ
金
タ
ス
ル
ノ
志
願
ニ
ス
キ
サ
ル
ナ
リ
、
然
ル
ニ
各

国
ハ
、
ミ
ナ
当
函
／
兵
ヲ
四
境
ニ
園
周
ヒ
タ
ル
跡
ヲ
以

テ
浸
（
み
だq
）
ニ
僧
悉
シ
、
軍
略
ヲ
喜
ヒ
、
人
ノ
国

権
ヲ
掠
ム
ル
モ
ノ
ト
、
非
議
ス
ル
ト
間
夕
、
是
会
グ

我
函
ノ
志
ニ
反
セ
リ
、
我
国
ハ
、
只
図
権
ヲ
重
ン
ス
ル

ニ
ヨ
リ
、
各
国
主
ニ
自
主
シ
、
対
当
ノ
交
リ
ヲ
ナ
シ
、

相
俊
輔
崎
セ
サ
ル
公
正
／
或
ニ
位
セ
ン
コ
ト
ヲ
笠
ム
モ
ノ

ナ
リ
、
従
来
ノ
戦
ヒ
モ
皆
目
耳
受
〈
ゼ
ル
マ
ン
・
ゲ
ル
マ

シ
）
ノ
国
権
ノ
ダ
メ
、
巴
ム
ヲ
混
同
サ
ル
ニ
周
ヒ
タ
ル
ヨ

ト
、
品
中
ニ
世
／
識
者
ハ
察
ス
ル
所
ナ
ル
ヘ
シ
、
聞
ク
英

仏
諸
国
ハ
、
海
外
ニ
属
地
ヲ
貧
リ
、
物
産
ヲ
利
シ
、

共
威
力
ヲ
強
（
ほ
し
い
ま
ま
）
ニ
シ
、
諸
国
ミ
ナ
其
所
為

ヲ
憂
苦
ス
ト
、
欧
州
掴
臨
時
畦
ノ
交
ハ
、
未
タ
信
ヲ
オ
グ
ニ

足
ラ
ス
、
諸
公
モ
必
ス
内
顧
自
信
／
念
ヲ
放
ツ
コ
ト

ハ
ナ
カ
ル
ナ
ラ
ン
、
是
干
カ
小
国
ニ
生
シ
、
其
情
勉
ヲ

貌
か
セ
ル
ニ
ヨ
リ
、
尤
モ
深
ク
滋
知
ス
ル
所
ナ
リ
、
予

ヵ
世
議
ヲ
願
ミ
ス
シ
テ
、
国
権
ヲ
完
ニ
セ
ル
本
心
モ
、

亦
此
ニ
外
ナ
ラ
ス
、
故
ニ
当
時
日
本
ニ
於
テ
、
貌
珪

相
交
ル
ノ
薗
多
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
国
権
自
主
ヲ
重
ン

ス
ル
包
耳
受
／
如
キ
ハ
、
其
親
睦
中
／
最
そ
貌
睦
ナ

ル
国
ナ
ル
ベ
シ
ト
調
ヘ
リ
、
交
際
ノ
使
臣
、
粗
宴
会
ス

ル
際
ニ
、
此
誇
ハ
甚
タ
意
味
ア
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
此
侯
（
ビ

ス
マ
ル
ク
）
ノ
辞
令
ニ
嫡
（
な
ら
）
へ
ル
ト
、
政
略
ユ
長
セ
ル

ト
ヲ
ヨ
グ
議
総
シ
テ
、
玩
味
ス
ヘ
キ
言
ト
謂
（
い
い
）
ツ
ヘ

－Y
、
」

《
岩
波
文
庫
「
米
欧
回
覧
実
記
」3

〈
〕
内
注
・
村
上
》

4 

岡
山
・
閉
山7

’

d
A

町
計
九
ν

令
d

ぅ
。

189 

（
対
清
意
見ω
今
、
原
文
カ
タ
カ
ナ
）

求
洋
の
ま
還
は
我
を
駆
て
此
主

戦
を
起
さ
し
め
、
丞
細
長
の
級
品
埜

は
我
を
迎
へ
て
之
が
興
復
を
甲L

り
一

し
む
。
裁
に
夫
の
我
図
を
命
ず
る

所
以
の
も
の
偶
然
な
ら
ざ
る
こ
と
を

i
Fら
ば
、
我
困
氏
た
る
も
の
は
須

ら
く
会
起
し
て
比
任
務
を
完
ふ
す

る
所
以
の
も
の
を
講
究
せ
ざ
る
べ
か

ら
ず
。
局
し
て
我
萄
氏
が
従
永
永
一

方
各
国
就
中
求
丞
の
運
命
を
将
一

末
に
決
す
べ
き
品
開
隣
の
大
陸
た
る
一

治
留
の
況
勢
に
通
ぜ
主
る
は
、
実
に
一

－
英
一
大
欠
点
なh
y

と
す
。
然
ら
ば
一

薗
－
免
づ
此
一
大
欠
点
を
補
っ
て
我
国
一

4
U
F
一
特
求
如
何
に
し
て
清
国
に
対
す
一

丸
守
き
か
を
講
究
し
、
進
ん
で
丞
相
丞

j

－τの
各
国
を
院
に
亡
ぶ
る
に
興
し
て

丸
F欧
進
の
趨
勢
を
一
変
す
る
の
大
東

和
寸
樹
て
、
和
す
る
も
亦
之
に
依

対
T
，
、
戦
ふ
も
亦
之
に
依
り
、
経
給

r
F施
設
総
て
比
大
東
に
本
い
て
、
以

法
ず
え
を
千
百
年
の
後
に
成
就
す
る

精
『
の
鴻
基
を
筒
〈
は
、
主
我
帝
国
一
回

尾
T
hが
今
日
に
当
り
て
乙
む
べ
か
ら

荒
田
ざ
る
の
任
務
に
あ
ら
ず
や
。

5 
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序』読み下し

沼
市
・
2
a
J

句
t

”
’
陶
岬ut
I
Z
－
－h

ど
ん
ザ
い
じa
A
’
’
z
弓
う
店
‘

C
4

，
、
に
〈e
a
う
L
a

〈

皇
道
ノ
海
外
ニ
行
ワ
レ
ザ
ル
ヤ
尚
シ
。
所
剖
醐
縫
邦
強
国
ハ
営
々
汲
々
ト
シ
テ
、
喰
纏
謀
術
数
是
レ
闘
ィ
、
喰
昏
鳴
鏑
奪
是
レ
事
ト
ス
・
宇
内
ヲ
挙
ゲ
テ
弱
肉
強
食
ノ

や
こ
り
さ
い
ろ
う

h
wれ
ニ
ご
う
ぶ
ん
か

u
bゆM
M

か
俗
た
い
せ
い
じ
ん
も
う

野
ト
為
シ
、
民
家
ヲ
駆
リ
テ
瓜
狸
紛
狼
ノ
務
ト
為
ス
。
而
シ
テ
揚
々
ト
シ
テ
一
世
ヲ
呼
号
シ
テ
、
日
夕
是
レ
文
筆
ノ
国
ナ
リ
ト
・
強
ダ
シ
イ
検
事
晴
西
人
ノ
妄
タ
ル
ヤ
・

そ
も
そ
し
せ
い
い
吟
か
ん
ニ
う
そ
こ
う
そ
う
払
っ
た
い
ほ
ん

h
a
A
V
信
い
た
い
げ
い
付
い
眼
う
そ
さ
か
ん
て
ん
じ
よ
う

L
o
e－
－
ヲ

抑
モ
皇
道
ハ
至
誠
一
貫
ノ
道
ナ
リ
・
我
ガ
由
霊
視
皇
宗
以
テ
天
下
ノ
大
本
ヲ
立
テ
、
我
ガ
列
聖
天
皇
以
テ
天
下
ノ
大
経
ヲ
経
シ
、
宝
砕
ノ
隆
ナ
ル
天
漉
無
彊
ト
伺

っ
と
〈
じ
っ
げ
つ
あ
ら
そ

e
s

命
じ
よ
う
合
い
曾
い
り
〈
ご
う
噌

u
q
ニ
う
こ
う
ゅ
う
こ
う
ぽ
皐
き
ょ
う
や

L

ゅ
う
た
い
信
い
ち
孟
今

ジ
ク
シ
、
盛
徳
ノ
闘
明
カ
ナ
ル
日
月
ト
光
ヲ
争
ウ
。
以
テ
今
上
／
聖
位
ニ
及
ピ
、
所
調
六
合
ヲ
統
べ
・
八
熊
ノ
宏
猷
鴻
続
ヲ
包
ミ
、
将
ニ
漸
ク
集
大
成
ノ
緒
－
一
蹴
カ

し
か
ひ
と
じ
ヒ
ダ

L

沿
い
こ
う

v
hう
か
い
こ
う
か
い
〈
さ
ん
ゆ
え
ん
あ
や
し
す
な

b

ン
ト
ス
。
然
レ
ド
モ
独
リ
今
ノ
臨
阿
世
帯
ヲ
議
ス
者
ノ
四
海
ニ
皇
道
ヲ
恢
弘
シ
以
テ
天
地
ノ
化
育
ニ
貸
ス
ル
所
以
ヲ
思
ワ
ザ
ル
ヲ
怪
シ
ム
・
乃
チ
権
謀
術
数
ヲ
以
テ
一
方
ニ

n
g
ょ
う
あ
あ
や
か
ら
あ
た
い
せ
い
も
う
ま

r
L

ん
会
主
う
や

輔
衆
ヲ
立
テ
ン
ト
欲
ス
・
幡
、
此
ノ
輩
、
蛍
ニ
泰
西
ノ
妄
ニ
惑
イ
、
香
櫨
凶
領
書
骨
ヲ
以
テ
文
筆
閲
明
ノ
真
繍
ナ
リ
ト
為
ス
耶
。

そ
し
そ

S
A
Mい
ゆ
え
ん
い
ず

抑
モ
至
誠
一
策
／
皇
道
ヲ
以
テ
弱
肉
強
食
ノ
季
世
－
一
行
ウ
可
カ
ラ
ズ
ト
為
ス
。
夫
レ
皇
道
ヲ
シ
テ
行
ワ
ザ
ル
所
有
リ
、
其
ノ
自
語
道
ヲ
為
ス
所
以
窓
ク
ニ
カ
在
ル
・
至
誠
ヲ

シ
テ
寅
カ
ザ
ル
所
有
リ
、
其
ノ
至
誠
ヲ
為
ス
所
以
蕊
ク
ニ
カ
在
ル
。

付
M
K

事
さ

a
mま
い
砂
子
一
ち
ふ
む
あ
ざ
む

草
田
シ
、
至
誠
ハ
本
心
ノ
実
摘
出
ナ
リ
。
当
ニ
不
味
ノ
良
知
ヲ
下
ス
ベ
シ
。
一
ニ
シ
テ
不
弐
、
実
－
一
シ
テ
歎
カ
ズ
・
之
ヲ
以
テ
卦
祖
国
ニ
対
ス
レ
パ
忠
・
之
ヲ
以
テ
父
母
－
一
対
ス

め
い
企
主
う
ま
〈
勺
%
み
も
う
齢
ヲ

B
う

レ
パ
孝
、
之
ヲ
以
テ
夫
婦
ニ
対
ス
レ
パ
袋
、
之
ヲ
以
テ
兄
劫
竺
一
対
ス
レ
パ
友
・
之
ヲ
以
テ
朋
友
ニ
対
ス
レ
パ
岡
市
．
之
ヲ
以
テ
明
鏡
ト
為
シ
以
テ
魔
窟
ヲ
照
セ
パ
、
魅
魅
幽
凪
恒
周
一

ょ
う
う
ん
ぞ
く
そ
〉
あ
ん
た
〈
ら
ん
じ
ん
む
ゅ
ん
み
ん
”
い
こ
く
ら
み
ん
よ
う
ど
う

怠
ゲ
隠
ル
ル
所
録
シ
e

之
ヲ
以
テ
宝
剣
ト
為
シ
以
テ
妖
雲
ヲ
弘
エ
パ
、
附
則
チ
賎
嗣
米
ヲ
変
ジ
テ
安
宅
ト
為
シ
、
乱
入
ヲ
化
シ
テ
願
民
ト
為
ス
。
之
ヲ
以
テ
経
国
治
民

f

要
道

す
な
わ
住
い
め
い
主
う
い
っ

u
r
ニ
L

ぱ
ん
ぱ
〈

ト
為
セ
パ
・
m

チ
声
名
中
外
ニ
洋
滋
シ
テ
、
鎗
ハ
劇
風
軒
相
ニ
及
ベ
リ
・

的
巴
勺
げ
つ
う
ろ
う
る
お
じ
ん
り
£
〈
し
ゅ
う
し
ゃ
必
せ
っ
し
た
し

天
／
寝
ウ
所
、
地
f

総
ス
ル
所
、
日
月
ノ
照
ス
所
、
雨a
J
潤
ス
所
、
人
カ
ノ
通
ズ
ル
所
、
舟
寧
ノ
歪
ル
所
、
見
テ
敬
セ
ザ
ル
背
骨
夕
、
接
シ
テ
観
マ
ザ
ル
英
夕
、
震

よ
ろ
t

な
わ
ず
ら

テ
信
ゼ
ザ
ル
爽
ク
、
行
イ
テ
悦
パ
ザ
ル
背
骨
シ
。
猶
オ
何
ゾ
弱
肉
強
食
ノ
野
ト
狐
狙
紛
狼
ノ
欝
ト
ヲ
患
ワ
ン
ヤ
・

か
そ
い
わ
ゆ
る
ぼ
う
ぼ
う
か
う
だ
い
ゅ
う
日
ぅ
‘

e
a
－
－
』
〈
切
〈
ご
う
す

且
ツ
尖
レ
権
謀
術
数
ヲ
以
テ
織
謀
術
数
ト
闘
ウ
、
是
レ
所
羽
田
帯
ヲ
以
テ
暴
ニ
代
ウ
ル
者
。
此
レ
ヲ
以
テ
宇
内
ノ
鰻
邦
強
国
ヲ
六
会
ニ
統
べ
、
八
荒
ノ
宏
獣
鴻
娘
ヲ
包
マ

い
A
7の
ひ
々

ン
ト
欲
ス
。
何
日
エ
カ
其
ノ
大
成
ヲ
望
ム
ベ
キ
乎
。

色m
あ
か
み
し
せ
い
し
ん
の
う
し

a
n

ち
ゅ
う
こ
・
ヲ
り
・
ふ
う
み
ん
よ
う
ゆ
う
今
ら
ぎ
し
ゃ

0
・
う
も
う
主
た
い
せ
い
じ
ん

n
a
u
だ

鳴
呼
、
上
ニ
歪
塗
／
真
由
墨
ヲ
織
キ
、
下
ニ
忠
孝
ノ
良
民
ヲ
機
シ
テ
、
営
々
汲
々
ト
シ
テ
成
呑
狼
食
／
尤
ニ
徴
ワ
ン
ト
欲
ス
・
読
者
ノ
開
聞
妄
‘
亦
タ
泰
西
人
ヨ
リ
己
鐙

ゃ

シ
カ
ラ
ザ
ル
乎
。

是
ヲ
対
消
弁
妄
／
序
ト
為
ス
。

荒尾精先生『対清弁宴

め
い
C
S

仰
と
ひ
勺
じ
む
う
一
し
ゅ
ん

閥
明
治
乙
来
孟
容

と
う

U
う
さ
い
し
ゅ
じ
ん

東
方
斎
主
人

註
宝
日
符
｜
天
皇
の
位
の
尊
称
。
六
会
l

天
地
と
四
方
を
合
わ
せ
た
も
の
宇
宙
の
念
。
八
荒
｜
困
の
八
方
の
来
て
。
八
極
。

宏
猷
鴻
捕
時
！
大
き
な
は
か
O

ご
と
。
天
地
ぬ
の
仏
育
に
挫
慢
す
る
｜
天
地
自
然
が
万
物
を
育
台
忠
み
に
品
開
仲

L

参
か
す
る
事
。

ま
勺
健

季
世
｜
本
世
。
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8 

事新報

」の国賀す金

毒品! 重

9 

梧沢諭吉のことば

強大ろ文 大~~ なれば

相宮 色明治1ら6 、詰産車

「脱重論J .解説・その他

高fl& 高

結語

自

量有交にわり
楽に

宮警臣に関
福

聖書

文明

I 巻 明捨年; 
の 易み

にま当ら

1. 日本は西南戦争以降（遺飲使節たちによって、務閥勢力争いによって〉、当初の経新の精神を失った。

天は幸人

Z楢沢諭吉の云いたい所は「学問のす弘めJ の冒頭議事分ではない。福沢の嫡搬なことばが、当時から今日に

至るまでの日本人の心を、節度の無い欧米化に向かわせた。

3.東方斎荒尾絡先生は西郷隆盛と心を同じくし（道義外交、礼譲外交）、本然の日本人、本然の緩舗の精神を

貫こうとしていた。

4.私たち日本人は、孫文が神戸での講演（大アジア主義〉の中で問いかけた『日本は世界文化に対しての西

方覇道の番犬となるか、東方王道の千織となるを欲するか？」と云うことばに答えなければならない．勿

論、玉遣を歩むべきであり、荒尾精神を汲む震知大学は、その魁となって活固される事を希求する。
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